液晶プロジ I クタ ー 

品番 LP - XU 33 / LP - XU 38 

取扱説明書 


お買い上げいただき、ありがと5ございます。 

ご使用の前にこの取扱説明書をよ<お読みの5え、 
正し<お使い下さい。と< に4〜9ページの「安全 
上のご注意」は必ずお読み<ださい。 

お読みになったあとは、保証書といっしよに、いつ 
でち取り出せるところに必ず保管して<ださい。わ 
か5ないことがあったときなどにお役に立ちます。 

お買い上げ商品の品番は底面の表示でご確認<ださい。 


保証書は必ずお受け取0 < ださい 



取扱説明書、本体、定格板には色記号の表示を省略しています。 
包装箱に表示している品番の （） 内の記号が色記号です。 


本機は曰本国内用に設計されてお0ます。電源電任の異なるが国ではご使用になれません。 
This LCD Projector is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country. 













コンピュータ対応液晶プロジェクター 
LP-XU33 / LP-XU38 の特長 


1024 x 768 ドットの高解像度液晶パネルの採用 
により、 XGA コンピュータにリアル巧応、 SXGA に 
ち店縮が応 

狭い場所でも大画面投映可能な短焦点レンズを搭載 
ワイヤレスリモコン付き 

• プ□ジェクターおよび接続したコンピュータの両方の操作が 
できるワイヤレスリモコンを付属。 

快適なプレゼンテーションをまえる豊冨な機能 

-コンピュータの種類の判別と最適設定を自動で行なう「マル 
チスキャンシステム」と「オート PC アジャスト」機能。 

• 見たい部分を瞬時に拡大または縮小してお映できる「デジタ 
ルズーム」機能。（コンピュータモード時） 

• お映画面の台形歪みをスクェアな画面に補正する「デジタル 
キース!-ーン（台形補正)」機能。上下と左ちの補正によ0 
設置範囲が拡大。 

-音声を一時的に消す 「 MUTE 」 機能•画面を一時的に消す 
「 N 0 SHOW 」 機能-画面を一時的に静止させる 「 FREEZE 」 

機旨ヒ 

• プレゼンテーション時に便利な 「 P-TIMER (プレゼンテーシ 
ョンタイマー)」機能。 

• 「アンプ•スピーカ」内蔵で音響施設のない出先等でもプレ 
ゼンテーションび可能。 

海かの映像システムにをが応ずる6カラーシステム 

• NTSC 、 NTSC 4.43、 PAL 、 SECAM 、 PAL - M 、 PAL-N カラー 

システムに対応。 


小型.軽量. A 4 ファイルサイズ-コンパクト 

デザイン 

• マグネシウム合金の採用によるキャビネットの剛性アップに 
よ0、キャビネットの小型化•軽量化を図るととちに、前面 
排気デヴインの採用によ0、プ□ジェクターの快適操作を 
実現。 

DVI-I (デジタルインターフェイス）搭載 

- DVI - I 入力端テによ0、コンピュータ画面（デジタル/アナ 
□グ）を高画質で投映。 

コンポーネント映像入力端子を装備 

• DVD や HDTV などを高画質で再生。 

天吊0、据 置、 リアお映など、さまざまな 設置 方法 

にが応 

メディアカードイメージャーキット側売）にが応 

• パソコンを持ち歩かずにパソコンで作成した画像データの再 
生を可能にする強力なプレゼンテーションツール。 

ワイヤレスイメージャーキット側売）にが応 

• ワイヤレスイメージャーの装着によ0、モニターケーブルを 
接続することな<、無線 LAN 経由でコンピュータ画像をお映 
した0、プ□ジェクターの操作、管理び可能。 

-コンピュータの設置場所を気にすることな<、自由な位置で 
のプレゼンテーションが可能。 


満足の明るさと高精細大画面 


■ 約236万画素の高精細映像で XGA コンピュータ 
画面をリアル投映。 

■ 200 WUHP ランプの採用によ0、高輝度化を実現。 
■ 近距離か5でち34〜300インチの大画面を投映で 
きる短焦点レンズを搭載。 


充実のコンピュータ/ビデオ入力端子 


■ コンピュータ入力端子には、 DVI - I 端テ（デジ 
タル/アナ□グ）を装備。 

■ ビデオ入力端テには、コンポーネント映像、 
S 映像、コンポジット映像を装備。 

■ その他に、 USB 端子、コント□ールポート端子、 
音声入カスピーカー出力端子を装備。 




小型.軽量.前面排気デザイン 


■ マグネシウム合金の採用によるキャビネット 
の剛性アップにより、ル型.軽量 (4.4 Kgs A 4 
ファイルサイズ）で持ち運びに便利。 

■ プ□ジ I クターの操作を快適にする前面排気 
デヴインを採用。 


ワイヤレスリモコン 


■ プ□ジェクターの遠隔操作が可能。 

■ プ□ジェクターに接続したコンピュータのマウス 
操作が可能。 

■ プレゼンテーション時に便利な P-TIMER (プレゼン 
テーシヨンタイマー)機能。 
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ま全上のご注意 


安全に正しくお使いいただくために 


ま全に関する重要な内容ですので、ご使用の前によくお読みの上、正しくお使いくださし、。 


■絵表巧について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正し<お使いいたださ、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな 
絵表示をしています。その表示と意味は次のよ5になっています。 

内容をよ<理解してから本文をお読み<ださい。 


A 

警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A 

を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害 
を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容を示しています。 


■絵表示の例 

A の記号は、注意（警告を含む）を5ながす事項を示しています。 

A の中に具体的な注意内容が描かれています。 

咸電まさ （をの絵表ホは感胃ま胃を胃ほします〇) 

〇の記号は、してはいけない行為（禁止事項）を示しています。 

S) の中や、近< に、具体的な禁止内容が描かれています。 

分解ぉ(左の絵表示は分解禁止を意味します。） 

看の記号は、しなければな5ない行為を示しています。 

• の中に具体的な指示内容が描かれています。 

電源プラグを （左の絵表示は電源プラグをコンセントからおけ、とい5指示です。) 

コンセントから抜け 
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• 万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態の 
まま使用すると、乂災•感電の原因とな0ます。すぐに本機の 
電源スイッチを切0、その後必ず電源プラグをコンセントか5 
抜いて<ださい。煙が出な<なるのを確認して販売店に修理を 
ご依頼<ださい。お客様による修理は危険ですか5絶対おやめ 
<ださい。 


A 

警を 



電源プラグを 
コンセントから抜け 



• 使用中はレンズをのぞかないで<ださい。強い光が出ています 
ので、目を傷めるおそれがあ0ます。と<に小さなお子様には 
ご注意 < ださい。 


• 万一本機の内部に水などが入った場合は、まず本機の電源スイ 
ツチを切0、電源プラグをコンセントか5抜いて販売店にご連 
絡<ださい。そのまま使用すると乂災-感電の原因とな0ます。 


• 万一異物が本機の内部に入った場合は、まず本機の電源スイッ 
チを切0、電源プラグをコンセントか5抜いて販売店にご連絡 
<ださい。そのまま使用すると乂災•感電の原因とな0ます。 
と<にお子様にはご注意<ださい。 


• 画面が映5ない、音が出ないなどの故障状態で使用しないで< 
ださい。乂災•感電の原因とな0ます。すぐに本機の電源スイ 
ツチを切0、電源プラグをコンセントか5抜いて修理を販売店 
にご依頼 < ださい。 


♦万一、本機を倒した0、キャビネットを破損した場合は、本機 
の電源スイッチを切0、電源プラグをコンセントか5抜いて販 
売店にご連絡<ださい。そのまま使用すると乂災•感電の原因 
とな0ます。 



A C 

堪^化 電源プラグを 

5 «コンセントからおけ 


A C 

整化 電源プラクを 

= W コンセントからおけ 


A S 

堪 C 化 電源プラクを 

= W コンセントからおけ 



• 本機のキャビネットは外さないで<ださい。内部には電任の高 
い部分があ0、感電の原因とな0ます。内部の点檢•整備•修 
理は販売店にご依頼<ださい。 


® A 

分解禁止 感電ま意 1^ 


• 本機の上になびん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器または小さな金属物を置かないで<ださい。こぼれ 
た0、中に入った場含、乂災•感電の原因とな0ます。 


0 ® 

禁止 水ぬれ禁止 
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♦表示された電源電压（交流100ボルト）がの電任で使用しな 
いで < ださい。乂災•感電の原因とな0ます。 


0 

禁止 


• 風呂、シャワー室では使用しないで<ださい。乂災-感電の原 
因とな0ます。 


(§) 

風呂、シャワー室 
での使用禁止 


• 本機に水が入った0、濡5した0しないで<ださい。火災•感 
電の原因とな0ます。雨天、降雪中、海岸、か辺での使用は特 
にご注意 < ださい。 



水ぬれ禁止 


• ぐ5ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないで< 
ださい。落ちた0、倒れた0して、けがの原因とな0ます。 




• 電源コードの上に重い物をのせた0、コードが本機の下敷さに 

な5ないよ5にして<ださい。またコードを釘などで固定しな fX 1 
いで<ださい。コードに傷がついて、火災-感電の原因とな0 V 、 
ます。コードを敷物で覆5と、それに気付かず、重い物をのせ 禁止 
てしま5ことがあ0ます。 

♦電源コードが傷んだ5、（お線の露出、断線など）販売店に交 
換をご依頼<ださい。そのまま使用すると乂災•感電の原因と 
な0ます。 

• 電源コードを傷つけた0、加工した0、無理に曲げた0、ねじ 
った0、引っ張ったり、加熱した0しないで<ださい。コード 
が破損して、火災•感電の原因とな0ます。 

• コンセント付き延長コードを使5場合は、つなぐ機器の消費電 
力の合計が延長コードの定格電力を超えない範囲でお使い<だ 
さい。超えて使用すると発熱し、火災の原因とな0ます。 

• 電源プラグとコンセントは定期的に点検し、プラグとコンセン 
卜の間にたまったホコリ-ごみ-ミちれなどを取0除いて<ださ 
し、それ5がたまって湿気を帯びると、乂災の原因とな0ます。 

(結露するところや水槽の近 < に特にごま意を） 




• ご使用中は吸気□•排気□の中のフアンが回転しています。こ 
れ5の穴か6物などを差し込まないで<ださい。事故や故障の 
原因とな0ます。特にお子様にはご注意<ださい。 



♦雷が鳴0出した5、電源プラグには触れないで<ださい。感電 
の原因とな0ます。 


















• 本機の通風孔などか 5 内部に金属類や燃えやすいちのなど異物 
を差し込んだ0、落とし込んだ0しないで<ださい。乂災•感 
電の原因とな0ます。と<にお子様にはご注意ください。 

• 本機や付属の接続コードの接点部に金属類を差し込まないで< 
ださい。乂災-けがの原因とな0ます。 



• 本機を改造しないで<ださい。乂災-感電の原因とな0ます。 



• 本機は接地端子の付いた3ピンの電源コードを使用しています。 
安全のため電源コードのアース端子を設置して<ださい。（詳 
しくは、15ページをご覧ください。） 


〇 

アース線を接続する 


A ミ主意 


♦電源コードを細か<折0巧ばた0、巻いた0、まねたまま使用 
しないで<ださい。放熱しに<<な0、発熱やショートを起こ 
し、火災•感電の原因となることがあ0ます。 

• 電源コードや接続ケーブルを床の上にはわせないで<ださい。 
足を引っ掛けて転倒して、けがの原因となることがあ0ます。 



• 湿気やほこ0の多い場所に置かないで<ださい。乂災-感電の 
原因となることがあ0ます。 


Q 

禁止 


• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるよ5な場所に置 
かないで<ださい。火災-感電の原因となることがあ0ます。 




参内部の温度上昇を防ぐため、冷却用のフアンを内蔵しています。 

ご使用の時は、フアンの吸気□および排気□をふさがないで< fN . 1 

ださい。吸気□-排気□をふさぐと内部に熱がこち0、火災の V y 
原因となることがあ0ます。 禁止 

設置のときは、壁などをフアンの排気□か51メートル liLb 空 
けて < ださい。 

次のよ5な使い方はしないで<ださい。 

* 横倒しなど、指定じ(がの方向に、設置しないで<ださい。 

* 押し入れ、本箱など風通しの悪い狭いところに巧し込む。 

* じゅ5たんや布団の上に置<。 

* テーブルク□スなどを掛ける。 

また、壁など、周囲のちのか51メートル J ； Lb はなし、風通し 
をぶ < して < ださい。 























A ミ主意 


• キャスター付き台に本機を設置する場合には、キャスター止め 
をして<ださい。動いた0、倒れた0して、けがの原因となる 
ことがあります。 


A 

>ま意 



• 本機の上に重い物をのせた0、乗5ないで<ださい。特に小さ 
なお子様にはご注意<ださい。倒れた0、こわれた0してけが 
の原因となることがあ0ます。 


Q 

禁止 



• 電源コードを熱器具に近づけないで<ださい。コードの被ふ< 
が溶けて火災-感電の原因となることがあ0ます。 


§據靡 


• 電源プラグを抜<とさは、電源コードを引っ張5ないで<ださ 
し、コードが傷つさ、火災•感電の原因となることがあ0ます。 
必ずプラグを持って抜いて<ださい。 


• めれた手で電源プラグを抜き差ししないで<ださい。感電の原 
因となることがあ0ます。 


♦移動させる場合は、電源スイッチを切0、必ず電源プラグをコ 
ンセントか5抜き、機器間の接続コードなどをがしたことを確 
認の上、行なって<ださい。コードが傷つさ、火災•感電の原 
因となることがあ0ます。 



• お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントか5抜い 
て行なって<ださい。感電の原因となることがあ0ます。 



• 長期間、機器をご使用にな5ないとさは、安全のため必ず電源 
プラグをコンセントか5抜いて<ださい。火災の原因となるこ 
とがあ0ます。 



• 長年のご使用で内部にほこ0がたまると乂災や故障の原因とな 
ることがあ0ます。掃除は梅雨の前が効果的です。費用などは 
販売店にご相談<ださい。 


A 

>ま意 





































安全上のご注意 


正し<お使いいただ < ため 1 

こ 

持ち運び • 輸送上のごを意 


液晶プ□ジェクターは精密機器です。衝撃を与えた0、倒した0しないで<ださい。故障の原因とな0ます。 
持ち運ぶとさは、レンズの保護のためにレンズカバーをはめ、付属のキャリーバッグに納めて持ち運んで<だ 
さい。 

車両•航空機などを利用し持ち運んだ0、輸送した0する場合は、輸送用の専用ケースをご使用<ださい。 

別売の専用ケースについてはお買い上げの販売店にごホ目談<ださい。 

•付属キャリーバッグ使用上のを意 • 

付属のキャリーバッグは液晶プ□ジェクターを持ち運ぶとさ、ホコリ等による';ちれの防止と、キャビネット表面保護 
のためです。キャリーバッグは液晶プ□ジェクターを外部か b の衝撃か b 保護する様に設計されていません。キャ 
リーバッグに入れて持ち運ぶとさ、衝撃を与えた0、落としたり、またはキャリーバッグに入れた液晶プ□ジェク 
ターの上にちのを置かないで<ださい。破損の原因にな0ます。液晶プ□ジェクターをキャリーバッグで輸送しない 
で<ださい。破損の原因とな0ます。 


お手入れについて 


本機の性能を維持し、安全にご使用いただ<ために、注意事項をよ<お読みの上、正し<お手入れ<ださい。 

参長い間ご使用にならないとき参 

レンズや本体にホコリが付着しないよ5、レンズカバーをはめ、キャリーバッグに納めて保管して<ださい。 

参キャビネットのお手入れ参 

キャビネットや操作パネルの部分の巧れはネルなどの柔 b かい布で軽<拭き取って<ださい。巧れがひどいときは水 
で5すめた中性洗剤にひたした布をよ<絞ってふさ取0、乾いた布で仕上げて<ださい。 

参キャビネットをいためないために • 

キャビネットにはプラスチックび多<使われています。キャビネットに殺虫剤など揮発性のちのをかけた0、ゴムや 
粘着テープ、ビニール製品を長期間接触させないで<ださい。変質した0、塗料がはげるなどの原因とな0ます。 


参ベンジン•シンナーは使わないで参 


ベンジンやシンナーなどでふさますと変質した0、塗料がはげることがあ0ます。また化学ぞ5さんをご使用の際は、 
その注意書さにしたがって<ださい。 

参レンズのお手入れ参 

レンズ表面の掃除は、力 y ラ用に市販されているブ□ワーブラシやレンズクリーナー（力 y ラや y ガネの掃除用に市 
販されているク□スやペーパー）で行なって<ださい。レンズの表面は傷がつきやすいので、固いちのでこすった0、 
たたいた0しないで<ださい。 


参 エアフイルターのお 手入れ参 


吸気□のエアフィルターは、内部のレンズやミラーをホコリや巧れか b 守つています。エアフィルターはこまめに掃 
除して<ださい。（掃除のしかたは46ページを参照） 


ごを意 


本機は曰本国内用に設計されてお0ます。電源電圧の異なる外国ではご使用になれません。 

This LCD projector is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country. 
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準備 


付属品を®認して<ださい 


プ□ジェクター本体のほかに、下の付属品がそろっているかお確かめ < ださい。 


0リモコン 



A コンピュータ接続ケーブル 
0 ( DOS /V 用） 


0 リモコン用アルカリ乾電池 
(単5型2本） 



ク七マウスコントロールケーブル 

0 ( PS /2 用） 


Q 電源コ-ド 



0 


DVI / D - sub 15 ピン 
変換アダプタ 




Q 取欄明書 


Q 保証書 


0 


ユーザー 

登録カード（はがき) 





⑩キヤリ-バッグ の レンズカバ- 
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準備 


本体各部のなまえ 


キヤリングハンドル 



調整脚ロック 


本体を持ち上げてか b ここ 
を引き上げると、調整脚を 
いっさに伸ばせます。 



調整脚 

■ 

ソ 

モコン受信部一1 


脚を回して画面の高さと左ち 
の傾きを調整します。 


リモコン受信部は後面にち 
あ D ます。 


排気口 


内部に冷却フアンがあ D ます。 
ここをふさがないで<ださい。 


レンズ カバー 


レンズカバーをがすときは 
レンズカバーの両端の突起 
を持ってがします。 

本機をお使いにな b ないと 
さはホコリやキズか b レン 
ズを守るためレンズカバー 
をはめて < ださい。 


調整脚ロック 


本体を持ち上げてか b ここ 
を引き上げると、調整脚を 
いっさに伸ばせます。 


調整脚 


脚を回して画面の高さと左ち 
の傾きを調整します。 


電源コード接続ソケッ 


電源コードを接続します。 


操作パネル 


ボタンの名称とはた b きは 
17ページをご5んください。 



端子の名称とはた b きは 
40ページをご5ん< ださい。 


吸気口 


ランプ カバー 



吸気口 (後面と底面) 


内部に;令却フアンがあ D ます。 
ここをふさがないで<ださい。 


エアフイルター 


調整脚 


脚を回して画面の高さと左ち 
の傾きを調整します。 
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設置のしかた 


スクリーンか5のおよその距谦と画面サイズの関係 


画面サイズは、プ□ジェクターのレンズか b スクリーンまでの距離によって決まります。スクリーンか b レンズまで 
の距離が約 0.9 m 〜 6.9 m の範囲に設置して<ださい。 


H 1 : H 2 =9 :1 



画面サイズ 
(幅 X 高さ： mm) 

34インチ 

40インチ 

60インチ 

100インチ 

150インチ 

200 インチ 

300 インチ 

691 x 518 

813 x 610 

1219 x 914 

2032 x 1524 

3048 x 2286 

4064 x 3048 

6096 x 4572 

投映距離（ズーム最小) 

0.9 m 

1.1 m 

1.6 m 

2.7 m 

4.1 m 

5.5 m 


投映距離（ズーム最大) 


0.9 m 

1.3 m 

2.3 m 

3.4 m 

4.6 m 

6.9 m 


※上表は4 : 3の画面サイズで、投映画像の内容により画面サイズが異なる場台があります。（32、36ページ参照) 


スクリーンに巧して直ちに設置ずる 


投映したとき光軸びスクリーンに対して直角になるよ 
5に設置して < ださい。 



上から見た図 












































































準備 


掛块画面の高さと傾をを調整する 


I 本体前方を持ち上げてか b 両側の調整脚 □ ックを人差し指で引さ 
上げて調整脚を伸ばし、人差し指を離して調整脚を□ックします。 

2本体前方の2つの調整脚をまわしてお映画面の高さと傾さを 
微調整します。最大約 15.6 度まで上が0ます。 



•投映したときの光軸の上下方向の傾きは±20度が内に • 

スクリーンに対して光軸の上下ち向の傾きが±20度じ(内になるよ 
5にお映して<ださい。光軸の上下ち向の傾さが大さいと、光源ラ 
ンプの故障の原因とな0ます。 


A 

ミま意 


• 画面の台形ひずみ（あおり） • 

調整脚を上げすぎると、投映角度がスクリーン 
に対して斜めにな0、画面が台形にひずみます。 
ひずみが大きい場合は、本体の設置台の高さな 
どを調整して < ださい。 

《画面の台形ひずみは、キース I -ーン調整でち 
補正できます。（21、37ページ参照） 



《画面のひずみが大さいとさは、設置台を高< して調整して<ださい。 


設置ずるとをは巧のことにを意してください 


• 排気口の温風にごを意ください • 

排気□か b は温風が吹き出します。温風の当たる所に次のものを置 
かないで < ださい。 

•スプレー生を置かないで<ださい。熱で生内の圧力が上が0、爆 
発の原因とな0ます。 

•金属を置かないで<ださい。高温にな0、事故やけがの原因とな 
0ます。 

-観葉植物やぺットを置かないで<ださい。 

. 熱で変型した 0、 悪影響を受けるちのを置かないで<ださい。 

-排気□付近には視聴席を設けないで<ださい。 

• こんな場所には設置しないでください • 


A 

を意 



排気口 


湿気やホコリ、油煙やタバコの煙が多い場所には設置しないで<ださい。レンズやミラーなどの光学部品に巧れが付 
着して、画質を損な5原因にな0ます。また、高温、低温になる場所に設置しないで<ださい。故障の原因にな0ま 
す。 


•使用温度範囲参5で〜35で 参保管温度範囲 •-10 で〜60で 

参スクリーンと部屋の明るさ • 

スクリーンは、太陽光線や照明が直接当た b ないよ5に設置して<ださい。スクリーンに光が当たると、白っぽ<見 
にくい画面にな0ます。明るい部屋ではカーテンを引<などしてスクリーン周辺を暗<して<ださい。 

参結露にごま意参 

低温の場所か b 高温の場所へ急に持ち込んだとさや、部屋の温度を急に上げたとさ、空気中の水分が本機のレンズや 
ミラーに結露して、画像がぼやけることがあ0ます。結露が消えて通常の画像が映るまでお待ち<ださい。 
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リモコンの準備 


電池の入れかた 


I 電池 カバーを 開けます。 

巧しなが 5 
下にスライド 



2 電池を入れます。 

付属の乾電池を+プラス、 

ーマイナスに注意して入れます。 



使用乾電池 

単 3 型アルカリ乾電池 2 本 


3電池 カバーを 閉めます。 


上にスライド 
させます。 



•電池を使用するときのごま意 • 

電池の破裂や液ちれを防ぐために、次のことにじゅ5ぶんご注意<ださい。 

-種類のちが5ちのや新-旧を混ぜて使わない。 

•乾電池は充電しない。分解しない。 

• +極と一極の向きを正しぐ入れる。+極と一極をシヨートさせない。 

•可燃ごみに混ぜた0、燃やした0しない。 

-電池を廃棄するとさは、各自ミ台体の指示および電池製造者の指示に従って廃棄する。 

また、正し<お使いいただ<ために次のことをお守0<ださい。 

-長い間使わないときは乾電池をと0だす。 

-液ちれび起こったときは、電池入れについた液をよ<ふきとってか b 新しい乾電池を入れる。 


A0 

ま意 禁止 


リモコンで操作でをる節囲 


ワイヤレスリモコンとして使用する場合、リモコンで離れ 
て操作できる範囲は、本体前面と後面のリモコン受信部か 
b 約 5 mlil 内、上下左ち30° lil 内です。 

※間に障害物があると操作の妨げにな D ます。 


• リモコンを使用するときのごま意 • 

-本体のリモコン受信部に、直射曰光や照明器具の強い 
光が当 b ないよ5にする。 

-液状のちのをかけない。 

-落とした0衝撃を与えない。 

-熱や湿気をさける。 


前面 後面 
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準備 


電源コードを接続ずる 


電源コードをつなぐ前に、40〜42ページを参照してコンピュータやビデオ機器を接続してください。 


I 電源コードのソケット部分を本体側面の電源コード接 
続ソケットに差し込みます。 



2 電源コードのプラグ部分をアース端子付き3ピンの AC 
コンセントに差し込みます。 


ソケット部分 




電源 コー 


本体側面の電源コード 
接続ソケットに差し 
込む。 


(付属) 



アース端子付さ3ピンの 
AC コンセントへ差し込む。 


• アース端子を接地してください • 

機器を安全にご使用いただ<ために、電源プラグのアース端子の接地を行なって<ださい。また、アース端子 
の接地はコンピュータ使用時の電波障害の防止にもなっています。接地しないと、テレビやラジオに受信障害 
をおよぼす原因となることがあ0ます。 

• ご使用にならないときは電源コードを抜いてください • 

本機は、操作パネルやリモコンの ON - OFF ボタンで電源を切っても、約 9 W の 
電力び消費されています。安全と節電のため、長期間ご使用にな b ないときは 
電源コードのプラグを AC コンセントか b 抜いて < ださい。 


A 

ミま意 
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操作の前に 


U モコンのボタン 


プ□ジェクターの操作はリモコンで行な5と便利です。また、付属または別売のマウスコント□ールケーブルでコン 
ピュータとプ□ジェクターを接続するとコンピュータのワイヤレスマウスとしてご使用いただけます。 


左側面 



リモコンを長時間使用しない 
ときは 、 「ALL OFF 」 側に 
して < ださい。 


フォーカス 

FOCUS ボタン 


フオーカスを調整します。 


ZOOM ボタン 


ズームを調整します。 


MUTE ボタン 


音声を一時的に消します。 


MENU ボタン 


y ニューバーを出します。 


ポイントボタン 


オンスクリーン y ニューのポイ 
ンタの移動や y ニューの調整、 
デジタルズームモードのとさの 
画像の移動、またはコンピ 
夕画面のマウスポインタの移動 
に使用します。 

ボタン中央部をまっすぐ押す 
と、 SELECT ボタンのはた5 
さをします。 


セレクト 

SELECT ボタン 


ポインタの指す項目を選択しま 
す。 

コンピュータのマウスとして使 
ラときは、7ウスの左クリック 
ボタンのはた5さをします。 


N0 SHOW ボタン 


画面を一時的に消します。 



才ートピーシーアジャスト 

AUTO PC ADJ . ボタン 


トラッキング•総ドット数 I 
画面位置を自動調整します。 


オンオフ 

ON-OFF ボタン 


電源を入 D •切 D します。 


ボリユーム 

VOLUME ボタン 


音量を調整します。 


インプット 

INPUT ボタン 


コンピュータ入力•ビデオ入力 
を切0換えます。 

デジタルズームの調整をします。 


ホクリックボタン 


コンピュータのマウスとして 
使用するとさに、マウスのち 
クリックボタンのはた5さを 
します。 


KEYSTONE ボタン 


キーストーン調整モードに 
入ります。 


フリーズ 

FREEZE ボタン 


画面を一時的に静止させます。 


IMAGE ボタン 


イ y —ジモードを選択します。 


ピータイマー 

P-TIMER ボタン 


プレゼンテーション（ボタン 
を押してか5の）経過時間を 
表示させます。 


• リモコンの持ち方 • 

リモコンは図のよ5に持つと便利に操作 
でさます。 


親指でポイントボタンの上•下•左•ち、 
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操作の前に 


本体操作パネルのボタン 
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o| 


ポイントボタンの左ちち向で 
調整や切 D 換えを行ないます。 


メニューバ- 


L - アイコン 


コントラスト 


回 I SVGA 1I 回向 




、ポインタ（ホ枠） 

ポイントボタンの下ち向で 
\%>\ ポインタを動かします。 


ポインタ 
(ホ枠） 


操作の手順 


画面にメニューバーを表巧させる 


I MENU ボタンを押すと、画面上に y ニュー八'-が表示され 
ます。（次ページ参照） y ニューバーには選択でさる 
y ニューがアイコン（操作をイ y — ジした図）の形で一覧 
表术されます。 

アイコンを囲んでいる赤い枠びポインタです。 


メニューを選択する 


2赤い枠のポインタを、ポイントボタンの左ちち向で選択し 
たい y ニューのアイコンに移動させます。 


ニュー画面で調整や切り換えを行なう 


3ポイントボタンの下ち向でポインタを y こュー内に降ろし、 
調整する項目にポインタを合わせます。 

4 SELECT ボタンを押して、調整する項目の設定状態を 
y ニュー画面に出します。 

5ポイントボタンの左ち方向で、調整や切0換えを行ない 
ます。 

それぞれの y ニューの調整については、各 y ニューの説明 
項を参照して<ださい。 


オンスクリーンメニ; I — の操作方法 


メニュー操作の冨本を覚えてください 


オンスクリーン y ニュ ー( 画面上の y ニュ ー) の操作は、 ①ポィ 
ンタを整動し、 ② ポインタの指す頂目を撰キ尺するのがち本です。 


①ポインタの動かし方 


ポインタは、ポイントボタンで上下左ちに動かします。ポイン 
トボタンはリモコンと操作ノ ネルにあ0ます。 


②項目の選択のしかた 


ポインタの指す項目やアイコンを選択するには、 SELECT ボタ 
ンを押します。 SELECT ボタンはリモコンと操作パネルにあ0 
ます。 




國图図 回医固區图区图医团 

































































操作の前に 


メニユ—バ— 


E 


ンピュータ画面のメニニ 


ガイドボックス1圓|システムボックス IBI イメ -ジ鹽巧メニュ - 


スクリ-ンメこュ- I ■■セッティングメ ニュー 


オンスクリーンメニュー 
の選択中の頂目を表示し 
ます。 


コンピュータシステムを 
選択します。ボックス内 
の表示は選択中のコン 
ピュータシステムです。 
(25、26ぺージ参照） 


コンピュータ画面のイメージ 
モードを選択します。 

[標準•リアル•イメージ1〜 4] 
(30 ぺージ参照） 


画面の大きさモードを設定 
します。 

[ノーマル•リアル•ワイ 
ド-デジタルズーム +/-] 
(32 ぺージ参照） 


プ□ジェクターの設定 
および光源ランプの 
カウンターをリセット 
するメニューです。 

(37 〜39ぺージ参照） 



インプットメニ：!- ■■ PC 調整メニユ- 


イメ-ジ調整メニ：!- ■■■サウンいニュ- 


コンピュータ入力* 
ビデオ入力を切 D 換え 
ます。 

(25 ぺージ参照） 


お使いのコンピュータに 
合わせてシステムを調整 
し、カスタムモードに登 
録します。 

(26 〜28ぺージ参照） 


コンピュータ画面のイメージを 
7ニュアルで調整します。 
[コントラスト•明るさ•ホワイト 
バランス啸/緑清）•ガンマ脚 
(31 ぺージ参照） 


音量の調節や消音 
の切換をします。 
(22 ぺージ参照） 


コンピュータ画面 


ビデオ画面のメニューバー 


ガイドボックス 


オンスクリーンメニュー 
の選択中の項目を表示し 
ます。 


システムボックス 


カラーシステムまたは 
走査ち式を選択します。 
(33、34ぺージ参照） 


イメ-ジ謙メニュ- 


ビデオ画面のイメージのモー 
ドを選択します。 

[標準.シネマ.イ メージ1 〜 4] 
(34 ぺージ参照） 


スクリーンメニュー 


画面の大きさモードを設定 
します。 

[ノーマル•ワイド] 

(36 ぺージ参照） 


セッティングメニュー 


プ□ジェクターの設定 
および光源ランプの 
カウンターをリセット 
するメニューです。 

(37 〜39ぺージ参照） 



ビデオ画面 
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昼本操作 


電源を入れ画面を投映ずる 


電源を入れる 


電源コードをつなぐ前に、40〜42ページを参照してコンピュータ、ビデオ機器を接続してください。 

I 電源コードを AC コンセントに接続します。 （15 ページ参照） 

赤色の LAMP インジケータと緑色の READY インジケータび点なします。 

2 リモコンまたは操作パネルの ON - OFF ボタンを押して電源を入れます。 

LAMP インジケータがかし暗めの点好にかわ0ます。 

約30秒間のオープニング画面が終わると画像が映せます。 

※セッティングメニューで「オンスクリーン表示オフ」に設定しているときはオープニング画面は化ません。 


• 電源を切った後、約90秒間は電源が入りません • 

電源を切った後、約90秒間は、次の点灯に備え、高温になった光源ランプを冷却しています。この間は 0 N - 
0 FF ボタンを押しても電源は入0ません。またこの間は電源コードを抜かないでください。90秒経ち、緑色 
の READY インジケータが点灯すれば電源を入れることができます。 

• ご使用にならないときは電源コードを抜いてください • 

本機は、操作パネルやリモコンの ON - OFF ボタンで電源を切ってち、約 9 W の電力が 
消費されています。安全と節電のため、長期間ご使用にな b ないときは電源コードの 
プラグを AC コンセントか b 抜いて<ださい。 


A 

ミま意 


画面の大まさを巧める 


リモコンで操作するとき 


ZOOM ボタン上ち向--•画面び大き< な0ます。 
ZOOM ボタン下方向--•画面がルさくな0ます。 


ズーム 


操作パネルで操作するとき 


I 操作パネルの ZOOM ボタンを押してズーム調整モードに ※表示は約 4 秒間出ます。 

入0ます。 

画面に「ズーム」表示が現れます。 

2 表示び出ている間にポイントボタンの上下ち向で、画面の 
大きさを調整します。 

ポイントボタン上ち向--•画面が大き<な0ます。 

ポイントボタン下ち向--•画面がルさ<な0ます。 
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基本操作 


フオーカスを合わせる 


リモコンで操作するとき 


リモコンの FOCUS ボタンの上下ち向で、画像がちっとち鮮明に 
映るよ5に焦点を合わせます。 


操作パネルで操作するとき 


I リモコンの FOCUS ボタンを押してフ オー カス調整モードに 
入0ます。 

画面に「フォーカス」表示び現れます。 


フォーカス 


※表示は約4秒間出ます。 


2表示び出ている間にポイントボタンの上下ち向で、画像びち 
つとち鮮明に映るよ5に焦点を合わせます。 


キーストーン調整で画面の台おひずみを巧正ずる 


リモコンで操作するとき 


リモコンの KEYSTONE ボタンを押すとキース I -ーン調整モー 
ドに入0、「キーストーン」表示が現われます。表示が出ている 
間に上下左ち方向のポイントボタンで画面の台形ひずみを補正し 
ます。 


ポイントボタン上ち向 • 
ポイントボタン下ち向 • 
ポイントボタン左ち向 • 
ポイントボタンちち向 • 


-•画面上部の幅が縮みます。 
•-画面下部の幅が縮みます。 

-•画面左部の高さが縮みます。 
-•画面ち部の高さが縮みます。 


丰ーストーン 

<]^[> 


▽ 


《表示は約10秒間出ます。 

※「オンスクリーン表示」を「オフ」に設定 
しているときは画面表示は出ません。 

《補正されたち向の矢印は赤<表示されま 
す。（無補正の場台の表示は白色です。） 

《最大の補正位置で矢印の表示が消えます。 


操作パネルで操作するとき 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ち方向でポインタをセッティング y ニューのアイコンに 
合わせます。 


2 ポイントボタンの下ち向でポインタを y ニュー内に下ろして 
キース I ンのアイコンにポインタを合わせ、 SELECT ボタ 
ンで選択すると、キース!-ーン調整モードに入0ます。 

(37 ぺージ参昭、 

画面に「キーストーン」表示が現われます。 


3表示が出ている間に上下左ち方向のポイントボタンで画面の 


台形ひずみを補正します。 
ポイントボタン上方向-- 
ポイントボタン下方向-- 
ポイントボタン左方向-- 
ポイントボタンちち向 •• 


• 画面上部の幅が縮みます。 

• 画面下部の幅が縮みます。 

• 画面左部の高さび縮みます。 
• 画面ち部の高さび縮みます。 


《キース I -ーン調整で補正した内容は、電源コードを抜いてち記憶され 
ます。 

《キース I -ーン調整で補正した画面は信号をデジタル圧縮して映します 
ので、線や文字がオリジナルの画像と多少異なる場台があ D ます。 
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音量を調節ずる • 一時的に消音ずる ( MUTE ) 


ダイレクトボタンで音を調節ずる 


音量調節 


リモコンまたは操作パネルの VOLUME ボタン （+/-) で音 
量を調節します。音量バーを目安にして調節して<だ 
さい。 

IlKI 

リモコンの MUTE ボタンを押すと、一時的に音が消えま 
す。ち5—度 MUTE ボタンを押すか、 VOLUME ボタン 
(+/-) を押すと解除されます。 


音量の目安にな D ます。 


叫を量 [ _ 15 J 

4<」消音一[オフ:^ ^ MUTE ボタンを押すと 

「オン」「オフ」が切り 



《表示は約 4 秒で消えます。 
※「オンスクリーン表示」を「オフ」 
に設定しているときは画面表示は 


換わります。 


出ません。 


《 MUTE ボタンは操作パネルにはあ0ません。 


サウンドメニューで音を調節ずる 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイン 
トボタンの左ち方向でポインタをヴウンド y ニュー 
のアイコンに合わせます。 

2ポイントボタンの下ち向でポインタを y ニュー内に 
下ろしてお好みの項目にポインタを合わせ 、 ELECT 
ボタンで選択します。 


MM 

ポイントボタンの左ち向で音量びルさ<な0、ポイント 
ボタンのちち向で音量び大さ < な0ます。 

音量のノ（一を目安に調節して < ださい。 


サウンドメニュー 



^ S 

ポイントボタンのちまたは左方向で「オン」に切0換え 
ると、一時的に音を消すことがでさます。「オフ」にする 
と再び音び出ます。 







基本操作 


画面を一時的に静止をせる （ F 祀 EZE ) 


リモコンの FREEZE ボタンを押すと、再生機器に関係なくお映画面だけが静止します。もう一度 FREEZE ボタンを 
押すと、解除されます。 

《 FREEZE ボタンは操作パネルにはありません。 


• こんなときに便利です • 

プレゼンターがコンピュータで次の資料の準備をする間、視聴者には FREEZE ボタンで一時静止した画面を 
見てち b います。準備中の無用な画像を隠して、スマートなプレゼンテーションが行なえます。 


画面を一時的に消ず（ N 0 SHOW ) 


リモコンの N 0 SHOW ボタンを押すと、「ブランク」表示が出 
て再生機器に関係な<投映画面を一時的に消すことがでさま 
す。ち5—度 N 0 SHOW ボタンを押すと、解除されます。 

《 N 0 SHOW ボタンは操作パネルにはありません。 


※表示は約4秒間出ます。 


ブランク 


• こんなときに便利です • 

プレゼンテーション中にプレゼンターの話に集中してほしいときや、視聴者に見せた<ない画面があるときな 
どに便利です。 


プレゼン時に経週時間を表示ずる （ P - TIMER ) 


リモコンの P - TIMER ボタンを押すとボタンを押したとさか b 
の経過時間をカウントし、画面に表示します。も5—度 P - 
TIMER ボタンを押すと経過時間のカウントを止め、それまで 
の経過時間を画面に表示します。さらに P - TIMER ボタンを押 
すと解除されます。 


《 P - TIMER ボタンは操作パネルにはありません。 


02 02 


※〇〇分00秒か5最長59分59秒まで 
経過時間を画面表示できます。 


• こんなときに便利です • 

プレゼンテーションの持ち時間が決め b れているときなど、プレゼンターは経過時間を考えなが5、スムーズ 
なプレゼンテーションを行な5ことびできます。 
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基本操作 


電源を切る 


I リモコンまたは操作パネルの ON - OFF ボタンを押すと、画面に 
「もう1度押すと電源が切れます」の表示が出ます。 

2表示が出ている間に再度 ON - OFF ボタンを押すと画面と音が消え、 
電源が切れます。 

電源が切れると緑色の READY インジケータが消え、赤色の LAMP 
インジケータが明る<点なします。 


もう1度押すと電源が切れます 


※表示は約4秒間出ます。 


• 電源を切った後、約90秒間は電源が入りません • 

電源を切った後、約90秒間は、次の点灯に備え、高温に 
なった光源ランプを冷却しています。この間は ON-OFF 
ボタンを押してち電源は入0ません。またこの間は電源 
コードを抜かないで < ださい。約90秒経ち、緑色の 
READY インジケータが点なすれば電源を入れることびで 
さます。 


•光源ランプを長持ちさせるために • 

光源のランプが発光を始め、安定しない状態のまま電源 
を切ると、ランプの寿命を縮める原因にな0ます。約5分 
上点なさせてか b 電源を切って<ださい。電源プラグ 
を抜くときは、 ON - OFF ボタンで電源を切り、約90秒経 
過後、緑色の READY インジケータが点灯してか b 行な 
って<ださい。電源が入った状態か b いきな0電源プラ 
グを抜<と、ランプや回路に悪影響を与えます。 



電源を切る 冷却完了 


\|/ 


\1/ \1/ 

〇 〇 


〇 〇 

READY LAMP 


READY LAMP 

READY インジ 


READY インジ 

ケータが消な。 


ケータが点灯。 


参冷却ファンについて参 

電源が入っている間、温度によ0ファンの回転速度が自 
動的に切0換わ0ますが、故障ではあ0ません。 


パワーマネージメント機能とそのはたらき 


本機にはパワーマネージ y ント機能が搭載されています。5分30秒上信号が入力 
されず、またプ□ジェクターも操作されなかった場合、パワーマネージ y ント機能 
が働き、電力の節約とランプの寿命を助けるはたいきをします。 

工場出荷時は、パワーマネージ y ント機能は「オン」に設定されています。 


動作について 

1) プ□ジエクターの入力信号が中断し、30秒上プ□ジエクターが操作されないと、 
画面に「入力信号なし」とタイマーの表示が現われ、タイマーが5分か b 
カウントダウンを始めます。 

2) 5分経過するとランプが消なし、ランプの冷却を行ないます。ランプ冷却中は 
READY インジケータが消灯し、プ□ジエクターの操作は出来ません。 

3) ランプの冷却が完了すると READY インジケータが点滅を始め、パワーマネージ 
y ントモードになつていることを知 b せます。この状態の時に、信号が入力され 
た〇プ□ジェクターが操作されるとランプが点なし、画像びお映されます。 


※パワーマネージ y ント機能の「オン」「オフ」の設定については、38ページをご5んくださ 


パワーマネージ y ントモードに 
なると、 READ 丫インジケータ 
が点滅を始めます。 


\ ! / \ I / 

〇 〇 

READY LAMP 


い。 
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コンピュータ入力 


コンピュータ入力に切り換える 


INPUT ボタンで入力を切り換える 


リモコンまたは操作パネルの INPUT ボタンを押して、「コン 
ピュータ」に切0換えます。 


INPUT ボタン 


^ コンピユータ 

INPUT ボタンを押すごと 


に切0換わ0ます。 

ビデオ 

※表示は約4秒間出ます。 


インプットメニューで入力を切り換える 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ち方向でポインタをインプット y ニューのアイコンに 
合わせます。 

2ポイントボタンの下方向でポインタを y ニュー内に下ろして 
「コンピュータ」にポインタを合わせ、 SELECT ボタンを押し 
ます。 

「コンピュータ」を選択すると、信号形式選択 y ニューが現 
ねれます。ポインタを [RGB (デジタル)」または 「RGB (ア 
ナ ログ)」 に合わせ、 SELECT ボタンで選んでください。 


インプットメニュ ー 



信号形式選択メニュー(□ンピュータ! 


ポインタを 「RGB (デジタル)」または 
「RGB (アナログ)」へ移動し 、 SELECT 
ボタンを押します。 


コンピユータシステムの選択 


システムモードび自動還択されまず 


(マルチスキヤンシステム） 

本機は接続されたコンピュータの信号を判別し、適合するシステ 
ムモード （ VGA 、 SVGA 、 XGA、SXGA • • •) を自動で選択しま 
すので、ほとんどの場合、特別な操作をせずにコンピュータ画面 
をお映することができます。 （29 ページ参照） 

選択されたシステムモードは、 y ニューバーのシステムボックス 
に表示されます。 


《システムボックスには、下記のメッセージが表示されることがあ D ます。 


システムタニ- 


システム 

扫 

1 Auto II 回同 



1 モード1 I 争 

システムボックス 

I モード 2 I 

選択中のシステムモード 

I I 

を表示します。 




参システムボックスに表示されるメツセージ参 


Auto 

接続されたコンピュータの信号に合ったシステムモードがプ□ジェクターに用意されていない場合、自動 
PC 調整機能が働き、システムボックスに 「 Auto 」 の表示が出ます。画像が正し<投映されないときは、お 
使いのコンピュータに合わせてマニュアルで調整し、カスタムモードに登録して<ださい。 

(27、28ページ参照） 


コンピュータの入力信号がありません。接続を確認してください。 （40 〜42ページ参照) 
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システムモードを7ニユアルで還択ずるとを 


カスタムモード^を選択するときなどは、マニュアルでシステム 
モードを選択して < ださい。 

I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ち方向でポインタをシステムボックスに合わせます。 

2 ポイントボタンの下ち向でポインタを y ニュー内に下ろし、 
いずれかにポインタを合わせて SELECT ボタンで選んでくだ 
さい。 


※カスタムモード：お使いのコンピュータに台ねせて、お客さまがマニュ 
アルで登録したシステムモードです。（次ページ参照） 


ンスア ムメ ニュー 



I SVGA 1 1 


◎回 


システムボックス 
選択中のシステムモードを 
表术します。 

PC 調整メニューで登録した 
カスタムモード （ 1〜 5) を 
表 7 JT します。 

'選択でさるシステムモード 
の一覧を表示します。 


コンピュータシステムの調整 


自動 PC 調整機能 


調整頻度の高い「トラッキング」「総ドット数」「画面位置」の 
3項目を自動調整することができます。 



自動 PC 調整 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ちち向でポインタを PC 調整 y ニューのアイコンに合わせ 
ます。 

2 ポイントボタンの下ち向でポインタを y ニュー内に下ろし、 
自動 PC 調整のアイコンにポインタを合わせて SELECT ボタ 
ンを押すと PC 調整画面が出ますので、 SELECT ボタンを 
ち5—度押して自動調整して<ださい。 



自動 PC 調整機能は、リモコンの AUTO PC ADJ . ボタンを 
押してちはた b さます。 


※自動 PC 調整機能で「トラッキング」「総ドット数」「画面位置」のすベ 
てを完全に調整できないコンピュータちあ D ます。その場台は、マニ 
ュアルで調整し、カスタムモードに登録して<ださい。（次ページ参照） 

※自動調整した内容を一度登録してお<と、前述のシステムメニューで 
そのモードを選択できます。登録のしかたについては、28ページの 
マニュアル PC 調整の手順3をご5んください。 

※システムメニューで RGB 、 720 p ( HDTV )、 103引 （ HDTV )、 108 Oi 
( HDTV ) のシステムモードが選択されているときは、自動 PC 調整機能 
ははた5さません。 













































コンピュータ入力 


7ニユアル PC 調整（カスタムモードを登録ずる) 


本機は、接続されたコンピュータの信号を判別し、適合するモードを自動選択しますが、コンピュータによっては自 
動選択できないちのちあ0ます。 y ニューバーのシステムボックスに 「 A 川0」と表示され、画像が正し<お映され 
ないときは、 PC 調整 y ニューでマニュアル調整し、カスタムモードを登録して<ださい。登録したカスタムモード 
は、システム y ニューで選択できます。カスタムモードとして5つまで登録することができます。 


※システムモードが RGB のときは、 PC 調整メニューは機能しません。 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ち方向でポインタを PC 調整 y ニューのアイコンに合わせ 
ます。 


2ポイントボタンの下方向でポインタを y ニュー内に下ろして 
調整したい項目のアイコンにポインタを合わせ、 SELECT ボ 
タンで選択します。 

選んだ項目の調整画面が現われます。調整は画面を見なび b 
ポイントボタンの左ちち向で行ないます。 

※画面領域 H と V は、ポイントボタンで調整後 SELECT ボタンを押 
して調整値をミ央定する必要があ D ます。 


トラッキング（同期）がずれて画面のち b つきがあるときに調整 
します。 （0 か531まで） 

※コンピュータによっては、画面のち5つきが完全に消えない場合があ 
D ます。 



総ドット数 


1水平期間の総ドット数を調整します。 


◎ 


水平位置 


画面の水平ち向の位置を調整します。 


回 


垂直位置 


画面の垂直ち向の位置を調整します。 


固 


ンピュータ情報 


現在接続しているコンピュータの水平周波数と垂直周波数の値を 
表术します。 


曰 


クランプ 


クランプ位置を調整します。 


PC 調整メニ: 



自動 PC 調整 


固 I SVGA 1 I ■旦 I 回图 


PC 調整 メニ: 
アイコン 


ポインタを調整項目のアイ 
コンへ移動し、 SELECT ボ 
タンを押します。 


カスタムモードの登録状 
況（データあ D / データ 
なし）を表示します。 


カスタムモード 



ポイントボタンの左ちち向で 
値を調整します。 


ポインタを含わせ 、 SELECT 
ボタンを押すと、さ5に詳し 
い調整がでさます。 


コンピュータ情報 


「水平周ぶ致 || 48.5 I 

[ をを局液教 ][ 60.0 ] 


ポインタを台わせ 、 SELECT 
ボタンを押すと、現在接続中 
のコンピュータの信号を表示 
します。 
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画面領域 


因 


あ b かじめ近い解像度に調整するときに使います。 


画面領域 H 


水平解像度を調整します。ポイントボタンの左ち方向でコン 
ピュータのか平解像度に合わせて調整して<ださい。 

※画面領域 H は、ポイントボタンで調整後 SELECT ボタンを押して調整 
値を決定する必要があ0ます。 


画面領域 V 


垂直解像度を調整します。ポイントボタンの左ち方向でコン 
ピュータの垂直解像度に合わせて調整して<ださい。 

※画面領域 V は、ポイントボタンで調整後 SELECT ボタンを押して調整 
値を決定する必要があ D ます。 


因面領域 


[ モート-1 I [ データち y I 



ポインタを台わせ 、 SELECT 
ボタンを押すと、解像度選択 
メニューが現われます。 


]<] 杉 


640x480 


720x400 


800x600 


1024x768 


1152x864 


1280x1024 


夺 


m 


図 


フルスクリーン 


r ォン1 • - •横4:縦3のフルスクリーンサイズで投映します。 
巨う]...オリジナルの画像の縦横比でお映します。 


※システムメニューで 1035 i ( HDTV ) や108 Oi ( HDTV ) のシステムモード 
が選択されているときは、「画面領域 H / V 」と「フルスクリーン」の 
調整はでさません。 


※システムメニユーで 1035 i ( HDTV ) や108 Oi ( HDTV ) のシステムモード 
が選択されているときは、「トラッキング」と「総ドット数」の調整が 
完全にはできません。 （27 ページ参照） 


3 fell メモリー 


ポインタを y モリーアイコンに合わせ、 SELECT ボタンを押 
すと、 PC 調整データ登録 y ニューが現われます。登録したい 
モード（モード1か b 5までのいずれか）にポインタを合ね 
せ、 SELECT ボタンを押します。 

ァータ消去1 

ポインタをデータ消去アイコンに合わせ、 SELECT ボタンを 
押すと、 PC 調整データ消去 y ニューが現われます。消去した 
いモードにポインタを合わせ、 SELECT ボタンを押します。 


PC 調整データ登録メニ: 


メモソー 


[ モード 


既にカスタム 
，モードが登録 
されています。 

[-} —夕 /a U ] 


どこに記おさせますか 

W / 

圓 

回 

圓 

国 





モード1 

デ-夕あり 

1346 

301 

39 

1024 

768 


モード2 

デ-夕なし 

1346 

216 

35 

1024 

768 

夺 

モード3 

デ-夕なし 

1343 

216 

35 

1024 

768 


モード4 

デ-夕なし 

1343 

216 

35 

1024 

768 


モード5 

デ-夕なし 

1343 

216 

35 

1024 

^1] 


/ 

/ 

V 


1 


端 



izi 何ち登録されて総ドット数、水平位置、垂直 
いません。 位置、画面領域 H 、 画面領域 

V を表示します。 


回い; 


メモリーアイコン 


り||リセット 

調整した内容をキャンセルし、調整前の値を表示します。 

Ipll 戻る I 

y ニューを終了します。 


PC 調整データ消去メニ: 


データ 消 ま 


[ モード1 I L データ ] 


園 

圃 

圃 

圓 

図 

困 


化 A 占んがよ化もが U 

圃圖图圓画 

モード1 

データ あり 

1346 

301 

39 

1024 

768 

モード2 

デ-夕なし 

1346 

216 

35 

1024 

768 

モード3 

デ-夕なし 

1343 

216 

35 

1024 

768 

モート- 4 

デ-夕なし 

1343 

216 

35 

1024 

768 

モート ■ 5 

デ-夕なし 

1343 

216 

35 

1024 

768 


图 




メニューを終了します。 


データ 消去 アイコ: 


面 



























































































































































コンピユータ入力 


コンピユータシステムモードー覽 


プ□ジェクターにはあ b かじめじ(下のシステムモードが用意されています。（カスタムモード！〜5は含みません。) 
接続されたコンピュータの信号を判別して、プ□ジェクターが下のシステムモードを自動で選択します。 


システム 

モード 

解像度 

水平周波数 
(kHz) 

垂直周波数 
(Hz) 

VGA 1 

640 x480 

31.47 

59.88 

VGA 2 

720 x400 

31.47 

70.09 

VGA 3 

640 x400 

31.47 

70.09 

VGA 4 

640 x480 

37.86 

74.38 

VGA 5 

640 x480 

37.86 

72.81 

VGA 6 

640 x480 

37.50 

75.00 

VGA 7 

640 x480 

43.269 

85.00 

MAC LC13 

640 x480 

34.97 

66.60 

MAC 13 

640 x480 

35.00 

66.67 

RGB 


15.625 

50 

(インターレース） 

RGB 


15.734 

60 

(インターレース） 

SVGA 1 

800 x 600 

35.156 

56.25 

SVGA 2 

800 x 600 

37.88 

60.32 

SVGA 3 

800 x 600 

46.875 

75.00 

SVGA 4 

800 x 600 

53.674 

85.06 

SVGA 5 

800 x 600 

48.08 

72.19 

SVGA 6 

800 x 600 

37.90 

61.03 

SVGA 7 

800 x 600 

34.50 

55.38 

SVGA 8 

800 x 600 

38.00 

60.51 

SVGA 9 

800 x 600 

38.60 

60.31 

SVGA 10 

800 x 600 

32.70 

51.09 

SVGA 11 

800 x 600 

38.00 

60.51 

MAC 16 

832 x 624 

49.72 

74.55 

XGA 1 

1024 x 768 

48.36 

60.00 

XGA 2 

1024 x 768 

68.677 

84.997 

XGA 3 

1024 x 768 

60.023 

75.03 

XGA 4 

1024 x 768 

56.476 

70.07 

XGA 5 

1024 x 768 

60.31 

74.92 

XGA 6 

1024 x 768 

48.50 

60.02 

XGA 7 

1024 x 768 

44.00 

54.58 

XGA 8 

1024 x 768 

63.48 

79.35 

XGA 9 

1024 x 768 

36.00 

87.17 

(インターレース） 

XGA 10 

1024 x 768 

62.04 

77.07 


システム 

モード 

解像度 

水平周波数 
(kHz) 

垂直周波数 
(Hz) 

XGA 11 

1024 x 768 

61.00 

75.70 

XGA 12 

1024 x 768 

35.522 

86.96 

(インターレース） 

XGA 13 

1024 x 768 

46.90 

58.20 

XGA 14 

1024 x 768 

47.00 

58.30 

XGA 15 

1024 x 768 

58.03 

72.00 

MAC 19 

1024 x 768 

60.24 

75.08 

MAC 21 

1152 X 870 

68.68 

75.06 

SXGA 1 

1152 X 864 

64.20 

70.40 

SXGA 2 

1280 x 1024 

62.50 

58.60 

SXGA 3 

1280 X 1024 

63.90 

60.00 

SXGA 4 

1280 X 1024 

63.34 

59.98 

SXGA 5 

1280 X 1024 

63.74 

60.01 

SXGA 6 

1280 X 1024 

71.69 

67.19 

SXGA 7 

1280 X 1024 

81.13 

76.107 

SXGA 8 

1280 X 1024 

63.98 

60.02 

SXGA 9 

1280 X 1024 

79.976 

75.025 

SXGA 10 

1280 x 960 

60.00 

60.00 

SXGA 11 

1152 x 900 

61.20 

65.20 

SXGA 12 

1152 X 900 

71.40 

75.60 

SXGA 13 

1280 x 1024 

50.00 

86.00 

(インターレース） 

SXGA 14 

1280 x 1024 

50.00 

94.00 

(インターレース） 

SXGA 15 

1280 X 1024 

63.37 

60.01 

SXGA 16 

1280 X 1024 

76.97 

72.00 

SXGA 17 

1152 X 900 

61.85 

66.00 

SXGA 18 

1280 X 1024 

46.43 

86.70 

(インターレース） 

SXGA 19 

1280 X 1024 

63.79 

60.18 

MAC 

1280 x 960 

75.00 

75.08 

MAC 

1280 X 1024 

80.00 

75.08 

720p(HDTV) 


45.00 

60.00 

1035 i (HDTV) 


33.75 

60.00 

(インターレース） 

1080i60(HDTV) 


33.75 

60.00 

(インターレース） 

1080i50(HDTV) 


28.125 

50.00 

(インターレース） 



《仕様は改善のため予告なしに変更する場合があ D ます。 

《 SXGA 、 Macl 6、 Macl 9、 Mac 2 し Mac 、720 p ( HDTV )、 1035 i ( HDTV )、 108 Oi ( HDTV ) の信号を投映するときは、信号をデ 
ジタル圧縮して映しますので、線や文字がオリジナルの画像と多少異なる場合があ D ます。 

※ドットク□ックが 140 MHziy 上のコンピュータの信号には対応しておりません。 
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コンピュータの信号がデジタルの場合 


DVI 入力端子か b デジタル信号を入力する場合、下のシステムモードに対応しています。 


ンステム 
モード 

解像度 

水平周波数 
( KHz ) 

垂直周波数 
( Hz ) 


ンステム 
モード 

解像度 

水平周波数 
( KHz ) 

垂直周波数 
( Hz ) 

D-VGA 

640 x 480 

31.469 

59.940 

D - SXGA 1 

1280 x 1024 

63.981 

60.020 

D-SVGA 

800 X 600 

37.879 

60.317 

D - SXGA 2 

1280 x 1024 

60.276 

58.069 

D-XGA 

1024 x 768 

48.363 

60.004 

D - SXGA 3 

1280 x 1024 

31.65 

29.8 


《仕様は改善のため予告なしに変更する場合があります。 


イメージの調整 


IMAGE ボタンでイメージモードを還択する 


リモコンの IMAGE ボタンを押すごとに、イ y — ジモードが「標 
準」「リアル」「イ メージ 1」「イ メージ2」 「イ メージ3」 「イ メー 
ジ 4」 と切0換わ0ます。 


標準 


「コントラスト」「明るさ」「ホワイトバランス（赤/緑/青）」「ガン 
マ補正」が、工場出荷時設定の標準値にな0ます。 


リアル 


中間調の再現性び高<な0ます。写真等のグラフィックスを自然 
な階調で再現でさるよ5に設定します。 


イメ ージ1〜4 


イ y —ジ調整 y ニューでマニュアル調整した画質を呼び出します。 
(下記参照） 


IMAGE ボタン 



IMAGE ボタンを押すごと 
に切 D 換わります。 

※表示は約 4 秒間出ます。 


イメージ還択メニューでイメージモードを還がずる 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ちち向でポインタをイ y —ジ選択 y ニューのアイコンに 
合わせます。 

2ポイントボタンの下ち向でポインタを y ニュー内に下ろして 
お好みのイ y — ジモードにポインタを合わせ、 SELECT ボタ 
ンで選びます。 



「コントラスト」「明るさ」「ホワイトバランス（赤/緑/青）」「ガン 
マ補正」が、工場出荷時設定の標準値にな0ます。 



リアル 


イメージ選択メニ: 


悟華 


回 I SVGA 1 



回 回 


イメージ 選択 メニ: 
アイコン 

ポインタをお好みのイメージ 
モードのアイコンへ移動し、 
SELE ロボタンを押します。 


選択中のイメージモード 


中間調の再現性が高<な0ます。写真等のグラフィックスを自然 
な階調で再現でさるよ5に設定します。 



イ メージ 1 〜 4 


イ y —ジ調整 y ニューでマニュアル調整した画質を呼び出します。 

30 (次ページ参照） 










コンピュータ入力 


ポイントボタンの左ち向で緑の色調が薄<な0、ポイントボタン 
のちち向で緑の色調が濃< な0ます。 （0 か5 63まで） 


り||リセット 

調整した内容をキャンセルし、調整前の値を表示します。 


曲 I 戻る I 

y ニューを終了します。 


ポイントボタンの左ち向で青の色調が薄<な0、ポイントボタン 
のちち向で青の色調が濃< な0ます。 （0 か5 63まで） 


囚 


3 


ポイントボタンの左ち方向で画像の白レベルか b 黒レベルまでの 
コントラストバランスを調整します。 （0 か515まで） 


ポインタを y モリーアイコンに合わせ、 SELECT ボタンを押 
すと、イ y —ジ調整データ登録 y ニューが現われます。登録 
したいイ y —ジモード（イ y —ジ1か b 4までのいずれか） 
にポインタを合わせ、 SELECT ボタンを押して登録します。 


I イメーン - 1 ] 



-ジ調整データ登録 


登録したいイメージモード 
のアイコンにポインタを台 
わせ、 SELECT ボタンを 
押して登録します。 


ポイントボタンの左ち向で赤の色調が薄<な0、ポイントボタン 
のちち向で赤の色調が濃<な0ます。 （0 か5 63まで） 


ポイントボタンの左ち方向で 
値を調整します。 


な 


I イメー^ソ 


ポイントボタンの左ち向で画像が暗<な0、ポイントボタンのち 
ち向で画像が明るくな0ます。 （0 か5 63まで） 



可 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ち方向でポインタをイ y —ジ調整 y ニューのアイコンに 
合わせます。 

2ポイントボタンの下方向でポインタを y ニュー内に下ろして 
調整したい項目のアイコンにポインタを合わせ、 SELECT ボ 
タンで選択します。 

選んだ項目の調整画面び現われます。調整は画面を見なが b 
ポイントボタンの左ちち向で行ないます。 


团 


ポイントボタンの左ち向でコントラストが薄くな0、ポイントボ 
タンのちち向でコントラストが濃<な0ます。 （0 か b 63まで） 


イメージ調整メニュ ー 


岡 [SVGA 1 I 回 



興 


イメージ調整メ ニ： 
アイコン 

ポインタを調整項目のアイ 
コンへ移動し、 SELECT ボ 
タンを押します。 


選択中のイ^ージモード 


コントラスト 



[ コントラスト I 


团[ 


國[ 

32|<][> 

图 L 

32|<||> 

图[ 

32|<][> 

圈[ 

32|<][> 

囚 L 

15|<][> 




__を ]<][> 
_お] づり 
_お] づり 
_お] づり 
_ お] <11> 
な! <][> 


も メモリ- 




マニュアルでイメージ調整を巧な5 


ガンマ補正 


明るさ 


ントラス 



~"一 か 
E ^ V 
S メ- 

、 V ユ 

ンせ、二 
n ねとメ 
ィ台す録 
アを押登 
-夕を夕 

ソンン- 口 

モ V タデす 
メポボ整ま 
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適切な画像ヴイズに調整ずる 


本機の液晶パネルは 1024 x 768 ドットです。お好みにより、画像サイズや水平スケールを変えることができます。 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ちち向でポインタをスクリーン y ニューのアイコンに合 
わせます。 

2ポイントボタンの下方向でポインタを^ニュー内に下ろして 
選択したい機能のアイコンにポインタを合わせ、 SELECT ボ 
タンで選択します。 


口 


ノー マル 


画像を有効投映画面 （1024 x 768 ドット）の高さに合わせてお映し 
ます。 


スクリーンメ. 



图 [ SVGA 1 ] 回回が I 



スクソーンメニュー 
アイコン 


選択したい機能のアイコンに 
ポインタを合わせ、 SELECT 
ボタンを押します。 



画像をオリジナルサイズで投映します。画像サイズが有効投映画 
面 （1024 x 768 ドット）よりち大きいときは、自動的に「デジタル 
ズーム+」モードに入0ます。 


フイ K 


画像を有効投映画面 （1024 x 768 ドット）の幅に合わせ、横16 : 
縦9のワイド画面でお映します。 


デジタル ズーム+ 


「デジタルズーム+」を選択すると y ニューバーが画面か b 消え、 
[□.Zoom + J 表示が現われます。 

SELE ロボタンを押すごとに画像が拡大します。 

ポイントボタンの上下左ちち向で画像を移動させます。 

画像の移動機能は、画像サイズが有効お映画面 （1024 x 768 ドッ 
卜）よ0も大きいときのみはた b きます。 

リモコンの D.ZOOM ▲ ボタンを押してち画像の拡大びできます。 


「デジタルズーム-」を選択すると y ニューバーが画面か b 消え、 

に. Zoom -」 表示が現われます。 

S E L E C T ボタンを押すごとに画像び縮ノ」\します。 

リモコンの D.ZOOM ▼ ボタンを押してち画像の縮小ができます。 

※「デジタルズーム」モードか5抜けるときは、 D . ZOOM 、 SELECT 、 ポイント lU 外のボタンを押します。 

《システムメニューで 1035 i ( HDTV ) や108 Oi ( HDTV ) のシステムモードが選択されているときは、スクリーンメニューは機能しま 
せん。 

※システムメニューで RGB のシステムモードが選択されているときは、「リアル」と「デジタルズーム+/-」は選択できま 
せん。 

《システムメニューで 720 p ( HDTV ) のシステムモードが選択されているときは、「ワイド」は選択できません。 

《本機は SXGA (1280 x 1024 ドット）を超える解像度には対応しておりません。お使いのコンピュータの解像度が SXGA 
(1280 x 1024 ドット）を超える場台は、プ□ジェクターに接続する前に低い解像度に再設定してください。 

《 XGA (1024 x 768 ドット） lU 外の画像データは、初期画面で有効投映画面 （1024 x 768 ドット）に台うように自動的に画像サイズ 
が変換されます。 

《 PC 調整 y ニューでマニュアル調整したカスタムモードをコンピュータのシステムモードに使用しているとさは、「デジタルズー 
ム+」モードのときの画像の移動機能は正し<はた5かないことがあ D ます。 




























ビデオ入力 


ビデオ入力に切り換える 


INPUT ボタンで入力を切り換える 


INPUT ボタン 


リモコンまたは操作パネルの INPUT ボタンを押して、「ビデオ」 
に切0換えます。 

《正しい入力信号が選択されないとさは、インプットメニューで正しい 
入力信号を選んで<ださい。（下記参照） 


1-^ 

ビデオ 

i 


コンピュータ 


INPUT ボタンを押すごと 
に切 D 換わ D ます。 


※表示は約4秒間化ます。 


インプットメニューで入力を切り換える 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ちち向でポインタをインプット y ニューのアイコンに 
合わせます。 

2ポイントボタンの下ち向でポインタを y ニュー内に下ろして 
「ビデオ」にポインタを合わせ、 SELECT ボタンで選択すると 
信号選択 y ニューび現われます。 

3ポインタを希望する信号の種類に合わせ、 SELECT ボタンで 
選んで < ださい。 

《2台のビデオ機器を接続しているときは、信号選択メニューで 
「 Auto 」 に設定していてち、プ□ジェクターは入力端テへのプラグ 
の挿入（信号の有無ではない）を検知して 

1) Y , Pb / Cb , PiVCr 、2) S - Video 、3) Video の接続順位で入力端テ 
を自動選択します。 

希望する入力端子が選択されないと含は、信号選択メニューで 
ポインタを台ねせ、 SELECT ボタンで選択してください。 


インプットメニュ ー 


インプクト 

同1 Auto 1回の 

1つンピュータ1 

1 

\ 

インプットメニュー 

1ビデす 1 

1伞^ \ァィコン 




ポインタを「ビデオ」へ 
移動し、 SELECT ボタン 
を巧します。 


[Auto I 夺 

「Video I 

| S - Video | 

[ Y , Pb / Cb , Pr/Cr I 


信号選択メニュー 

(ビデオ） 

ポインタを希望する信 
号の種類に台わせ、 
SELECT ボタンを押し 
ます。 


カラーシステムや走査方式を選}尺ずる 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ちち向でポインタをシステム y ニューのアイコンに合わ 
せます。 


2 ポインタを希望するカラーシステムまたは走査ち式に合わ 
せ、 SELECT ボタンで選んでください。 


VIDEO または S - VIDEO 端子入力還抓]き 


Auto (自動) 


入力信号のカラーシステムにプ□ジェクターが自動で対応します。 
《 PAL - M と PAL - N は、 「 Auto 」 に設定してち、システムは自動で選択され 
ません。ポインタを含ねせ、 SELECT ボタンを押して選んでください。 


PAL • SECAM • NTSC • NTSC4.43 - PAL-M • PAL-N 


対応でさるカラーシステムの一覧です。曰本のカラーシステムは 
NTSC です。入力信号の状態が悪く、 「 Auto 」 に設定してもシステ 
ムが自動で選択されないとさ（色ムラがある、色が出ないとさな 
ど）は、 「 NTSC 」 を還んで<ださい。 


ン X アムメニユ ー 

(コンポ ジット映像または S 映像入力時) 


システム 


固 [Auto j 回图 d 


Auto 


PAL 


SECAM 


NTSC 


NTSC 4.43 


PAL-N 


システムボックス 
カラ^システムの設定状態 
を表示します。 


ポインタを希望するカラーシ 
ステムに台ねせ、 SELECT ボ 
タンを押します。 



































































国 

回 


ポインタをお好みのイメー ジ 
モードのアイコンへ移動し、 
SELECT ボタンを押します。 


イメージ 選択 メニュー 


I MENU ポタンを押して y ニュー八'—を出し、ポイントポタン 
の左ちち向でポインタをイ y —ジ選択 y ニューのアイコンに 
合わせます。 

2ポイントボタンの下ち向でポインタを^ニュー内に下ろして 
お好みのイ y — ジモードにポインタを合わせ 、 SE LECT ボタ 
ンで選びます。 


準 


「コントラスト」「明るさ」「色の濃さ」「色合い」「ホワイトバラ 
ンス（赤/緑/青)」個質」「ガンマ補正」が、工場出荷時設定の標 
準値にな0ます。 


图 


シネマ 


映画を見るのに適した階調表現を重視した画質に設定します。 


回 


イメージ1 ' 
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イ y —ジ調整 y ニューでマニュアル調整した画質を呼び出します。 
(次ページ参照） 


選択中のイメージモード 


イメージ1 


0 

1 

Aut 。 1 回 



_ 


丫， Pb / Cb ， Pr / Cr 端子入力還択時 


システムメニユー（コンポーネント映像入力時） 


Auto (自動） 


入力信号の走査ち式にプ□ジェクターが自動で対応します。 


ンポーネント映像の走査方式 


正しい映像が再生されないときは、1080し1035し 720 p 、575 p 、 
480 p 、 575し 480 i の中か b 正しい走査ち式を選んでください。 


システム 

回 I Auto 1 旧商 

lAuto 1 #■ 

\ 

システムメボックス 

11080 i 1 、 

\ 走査方式の設定状態を 

11035 i I 

\ 表示します。 

|720 p I 

\ 

|575 p I 

ポインタを希望する走査ち式 

I 480 p I 

に台わせ、 SELECT ボタンを 

|575 i I 

押します。 

|480 i I 



イメージの調整 


IMAGE ボタンでイメージモードを還がずる 


リモコンの IMAGE ボタンを押すごとに、イ y — ジモードび「標 
準」「シネマ」「イメージ1」「イメージ2」「イメージ3」「イメー 
ジ4」と切0換わ0ます。 


「コントラスト」「明るさ」「色の濃さ」「色合い」「ホワイトバラ 
ンス（赤/緑/青)」「画質」「ガンマ補正」が、工場出荷時設定の標 
準値にな0ます。 


映画を見るのに適した階調表現を重視した画質に設定します。 


イメージ 1〜4 


イ y —ジ調整 y ニューでマニュアル調整した画質を呼び出します。 
(次ページ参照） 


IMAGE ボタン 



IMAGE ボタンを押すごと 
に切り換わります。 

※表示は約 4 秒間化ます。 


イメージ選択メニューでイメージモードを還択ずる 


/ 


メ 

が 
選 
ジ ー 
- 

メ 


ア 


囚图 


— rfn 












































































ビデオ入力 


MENU ポタンを押して y ニューバーを出し、ポイントポタン 
の左ち方向でポインタをイ y —ジ調整 y ニューのアイコンに 
合わせます。 


2 ポイントボタンの下ち向でポインタを^ニュー内に下ろして 
調整したい項目のアイコンにポインタを合わせ、 SELECT ボ 
タンで還択します。 

選んだ項目の調整画面が現われます。調整は画面を見なが b 
ポイントボタンの左ちち向で行ないます。 


困 


ポイントボタンの左ち向でコントラストが薄くな0、ポイントボ 
タンのちち向でコントラストが濃<な0ます。 （0 か b 63まで） 


國 


ポイントボタンの左ち向で映像び暗<な0、ポイントボタンのち 
方向で映像が明る<な0ます。 （0 か5 63まで） 


困 


ポイントボタンの左方向で色び薄<な0、ポイントボタンのちち 
向で色が濃<な0ます。 （0 か5 63まで） 


ポイントボタンの左ち向で色が紫がか0、ポイントボタンのちち 
向で色が緑がか0ます。 （0 か5 63まで） 

图网阵 I 

ポイントボタンの左ち向で各色調は薄<な0、ポイントボタンの 
ち方向で各色調は濃<な0ます。（各色0か5 63まで） 


画 


ポイントボタンの左ち向で映像びやわ5か<な0、ポイントボタ 
ンのちち向で映像び<つき0な0ます。 （0 か5 31まで） 


囚 


ポイントボタンの左ち方向で映像の白レベルか b 黒レベルまでの 
コントラストバランスを調整します。 （0 か515まで） 

※カラーシステムが PAL 、 SECAM 、 PAL-Ms PAL - N のときは、「色合い」 
の調整はできません。（33、34ページ参照） 


3障 


メモ ソー 


ポインタを y モリーアイコンに合わせ、 SELECT ボタンを押 
すと、イ y —ジ調整データ登録 y ニューが現われます。登録 
したいイ y — ジモード（イ y — ジ1か b 4までのいずれか） 
にポインタを合わせ、 SELECT ボタンを押して登録します。 


封いセット 


調整した内容をキャンセルし、調整前の値を表示します。 


戻る 


y ニューを終了します。 


田 

图 

胃 

画 


i \ ィ- 


-ジ調莖データ登録 


イメ- 

メ ニュー 

登録したいイメージモー 
ドのアイコンにポインタ 
を台わせ、 SELECT ボタ 
ンを押して登録します。 
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团 

を 

画 

1 32|<||> 

1 32|<][> 

1 32|<||> 

两 

1 32|<][> 


イメージ 調整 メニ: 


旧 ]I Auto I 





イメージ調整メ ニ： 
アイコン 

ポインタを調整項目のア 
イコンへ移動し 、 SELECT 
ボタンを押します。 


[コントラスト] I イメージ1 I 


凹 L 

32|<][\ 

國[ 

32|<][> 

画 L 

32|<][> 

田 L 

32|<][> 



可 



ポイントボタンの左ちち向で 
値を調整します。 

ポインタを台わせ 、 SELECT 
ボタンを押すと、さ5に詳し 
い調整がでさます。 

ポインタを台わせ 、 SELECT 
ボタンを押すと、前の画面表 
示に戻ります。 


回 [ 

32|<]U 

图[ 

32|<][> 

國[ 

32|<][> 

画 L 

15|<1[> 

図 [ 

8|<][> 

图 

~1 _ __ 

拉 - 

m — 





ポイントボタンの左ちち向で 
値を調整します。 


-メモリーアイコン 

ポインタを合わせ 、 SELECT 
ボタンを押すと、イメージ調 
整データ登録メニューが現れ 
ます。 




1 メモリー1 

1イメージ11 


コントラスト 



マニュアルでイメージ調整を巧な5 


ガンマ補正 


画質 


• 青) 


色合い 


色の濃さ 


明るさ 


ントラス 


画臣国国团 

































































































ビデオ入力 


画面のヴイズを選択ずる 


お好みによ0、画面サイズを2種類の中か b 選択でさます。 


I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ち方向でポインタをスクリーン y ニューのアイコンに合 
わせます。 

2 ポイントボタンの下ち向でポインタを^ニュー内に下ろして 
選択したい機能のアイコンにポインタを合わせ、 SELECT ボ 
タンで選択します。 



ポインタを選択したい機能の 
アイコンに合わせ 、 SELECT 
ボタンを押します。 



ノー マル 


通常の映像のアスペクト比（横：縦）4 : 3で投映します。 


フイ K 


DVD プレヤー等のワイドモードで出力された映像信号を、アスぺ 
クト比16 : 9のワイド画面で投映します。 

《システムメニューで1080し1035 i または 720 p の信号（アスペクト比 
16:9) が選択されているときは、スクリーンメニューは機能しません。 
(34 ぺージ参照） 
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設定 


画面の台形ひずみを補正する機能です。キーストーンを還択する 
と画面か by ニュー表示が消えて「キーストーン」表示が現われ、 
キース!-ーン調整モードに入0ます。ポイントボタンの上下左ち 
ち向で画面の台形ひずみを補正します。 （21 ページ参照） 


回 


ブルーバック 


信号のないときにブルーの画面を出す機能です。この機能を 
「オン」にすると、画像の再生前や中断時のノイズの画面を映さ 
ずにブルーの画面を映します。 


國 


オンスクリーン表示 


画面表示を出す-出さないを選択する機能です。 


オン 

オフ 




すべての画面表示を出します。 
liTF の画面表示 lil 外は出しません。 

• メニユー八一表示 （19 ぺージ参照） 

•電源を切るときの「もう1度押すと電源が切れます」の表示 
• P - TIMER 表示 （23 ページ参照） 

• パワーマネージメント時のタイマー表示 （38 ページ参照） 


回 


この機能を「オフ」にすると、電源を入れたとさの□ゴ表示を 
画面に出しません。 


巧 


天吊り 


この機能を「オン」にすると、画像の上下左ちを反転して映し 
ます。天井か b 逆さに吊0下げて設置するとさに設定します。 

《吊 D 下げ型の設置には、専用の天吊 D 金具を使います。 

詳し<は、お買い上げの販売店にお問い台わせ<ださい。 






I MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、ポイントボタン 
の左ちち向でポインタをセツテイング y ニューのアイコンに 
合わせます。 

2 ポイントボタンの下ち向でポインタを^ニュー内に下ろして 
設定する項目のアイコンにポインタを合わせ、 SELECT ボタ 
ンで選択します。 

選んだ項目の設定画面が現われます。 

画面表示の言語を切〇換そる機能です。英語、ドイツ語、フラン 
ス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語、オランダ語、ス 
ウエーデン語、中国語、八ングル語、日本語の11か国語の中か 
b 還べます。 



回 

四 

励 

回 

困 

m 




この機能を「オン」にすると、画像の左ちを反転して映します。 
透過型スクリーンの後ろか b 投映するとさに設定します。 


の 



"の設定 


設定する項目にポインタ 
を台わせ、 SELECT ボタン 
を押します。 




言語のアイコンを選択 
すると言語メニューが 
現われます。 


つづり 
つづり 
]<1り 
コづじ 
つづり 
]■ 


■English | 

iDeutsch 1 

iFrangais | 

lltaliano | 

lEspanol | 

iPortugues | 

iNederlands | 

に venska | 

悼夕 1 

を S 1 

旧本語 1 

面 


夺 


選択したい項目にポインタ 
を合わせ、ポイントボタン 
の左ち方向で設定します。 


オン（天吊り設定時 ) 


9 

f" ダ 

オン（リア投映設定時 ) 

A 

し ^ 


天吊り機能 
オフ（通常の画像 ) 




リア投映機能 
オフ（通常の画像） 

人.へ L 



リア投映 


キーストーン 



函量是量 

町◎◎圓 S 回励®®化 
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9 

入力信号びなく、プ□ジェクターび操作されない状態が5分30砂 
続<と、ランプを消好する機能です。 

オン••-無信号と無操作の状態が30秒続くと、ランプ画面に 
「入力信号なし」とタイマーの表示が現われ、この後 
無信号と無操作び5分間続<とランプが消灯し、パ 
ワー7ネージ y ントモードにな D ます。 

(パワーマネージ y ント機能とそのはたせきについて、 
詳しくは24ページをご b んください。） 

オフ... パワーマネージ y ント機能を解除します。 

※工場出荷時は「オン」に設定されています。 


入力信号なし 

04:50 


ランプ消灯までの時間 


オンス ター 


電源コードを接続すると、リモコンや操作パネルの ON - OFF ボ 
タンを押さな<てち自動的にプ□ジェクターの電源を入れる機能 
です。 

オン••-電源コードを接続すると同時にプ□ジェクターの 
電源が入0ます。 

オフ••-通常の電源の入0 •切0を行ないます。電源コードを 
接続しても、リモコンまたは操作パネルの ON-OFF 
ボタンを押さなければプ□ジェクターの電源は入0ま 
せん。 

※工場出荷時は「オフ」に設定されています。 


モコンコード 


本機は2種類の異なるリモコンコードで操作させることができま 
す。工場出荷時は「コード1」に設定されてお0、2台目のプ〇 
ジェクター用（拡張用）として「コード2」に設定することびでき 
ます。本機を2台ご使用の場合、リモコンコードを別々に設定し 
てお<と、誤動作防止にな0ます。 

コード1••-1台目のプ□ジェクター用に使用します。 

コード2 ••- 2台目のプ□ジェクター用（拡張用）に使用し 
ます。 

※本機（プ□ジェクター）を「コード2」に設定した場合、リモコン本体 
のコードち「コード2」に切り換える必要があります。リモコンの 
MENU と IMAGE ボタンの両方を10秒 lU 上押すと、リモコン本体のコ 
ー ドが「コード2」に切り換わります。リモコン本体のコードを切り 
換えた後は、リモコンが正し<動作するか確認して<ださい。リモコ 
ン本体のコードを「コード1」に戻すときは、前述と同じ手順を行な 
うか、またはリモコンの ALL OFF スイッチを 「ALL OFF 」 にしてくだ 
さい。また、リモコンの電池交換を行な5と、リモコン本体のコード 
が「コード1」に戻ります。 

《 SELECT • ちクリック-ポイントボタンは、リモコンコードを切り換 
えてちコードは切 D 換わ D ません。 


その他の設定項目 


ホへ 

囘1 Auto 1 间 似巧刚 11 

承] 1 B 本語 1 

回 

回 1 オン 1<11> 

国 1 ォン 1<1[> 
互 rWMD 

ご1 ォフ lOD 
イ1 ォフ lOD 

91 1 ~ オン 1<1[> 

E - 

—ポインタを台わせ、 SELECT 


ボタンを押すと、その他の設 
定項目が現われます。 



オンスタート M I Auto ] [ g ] 回田 jj ] || 



ポインタを含ねせ 、 SELECT 
ボタンを押すと、前の画面表 
示に戻ります。 

選択したい項目にポインタを 
台ねせ、ポイントボタンの左 
ち方向で設定します。 




































設定 


£1 


ンプカウンターリセッ 


ランプカウンターをリセツトする y ニューです。ランプ交換後は 
必ずランプカウンターをリセツトして<ださい。リセツトすると 
LAMP REPLACE インジケータ(黄)の点灯が消えます。 


A ま意 


光源ランプを交換したとさ外はリセット 
しないで < ださい。 


ランプカウンターリセット 


ランブ 

カウンターリセット 


圆 r Auto I 回图回图 i^j 


困 

网 I コード1 ! <![> 




"晦」 


m 


ランブカウンターリセット？ L 


「ランプカウンターリセット」のアイコンにポインタ 
を合わせ、 SELECT ボタンを押すと「ランプカウン 

1 電源を入れます。 MENU ボタンを押して y ニューバーを出し、夕ーリセット？」の表示が現われます。 

ポイントボタンの左ちち向でポインタをセッティング y 
ニューのアイコンに合わせます。 


2ポイントボタンの下ち向でポインタを「ランプカウンター 
リセット」のアイコンにポインタを合わせ、 SELECT ボタン 
を押します。 


3 「ランプカウンターリセット？」が現われますので、ポイント 
ボタンの上下ち向で I はい 1 にポインタを合わせ、 SELECT ボ 
タンを押します。カウンターがリセットされます。 
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接続 


機器をつなぐ端子 


本機の後面にはコンピュータやビデオ機器を接続するための入出力端子を装備しています。機器をつなぐとさは、 
40〜42ページを参照して正しく接続してください。 


S 映像入力端子 

■ 

音声入力端子 

■ 

ビデオ入力端子 

■ 

音声出力端子 


ビデオ機器か b の 
S 映像出力をこの 
端子に接続します。 
(41 ぺージ参照） 



ビデオ機器か b の音声 
出力をこの端子に接続 
します。モノラルの音 
声は 「L ( MONO )」 端子 
へ接続して < ださい。 

(41 ぺージ参照） 


ビデオ機器か b の出力をこの端子 
に接続します。コンポジット映像 
出力は VIDEO / Y へ、コンポーネ 
ント映像出力は VIDE 0/ Y 、 Pb に b )、 
PilCr ) へ接続します。 

(41 ぺージ参照） 


-AUDIO IN XL (MONO) Y - Pb/Cb- 

参 


VIDEO, 


AUDIO IN R- の田のの ) 


mm 



_ 000 

0000000000 

0000000000 

0000000000 

0000000000 

0000000000 

0000000000 


MCl / WI ボタン 


お映中のコンピュータまたはビ 
デオ画面の音声を外部のオーデ 
ィオ機器へ出力する端子です。 
(41、42ページ参照） 


リセットボタン 


本機の制御は内蔵のマイク□コ 
ンピュータによって行なわれて 
いますが、まれにマイク□コン 
ピュータの誤動作によ0、本機 
が正し<操作でまないことがあ 
0ます。そのよ5な場合、リセ 
ットボタンを先の細い棒等で押 
して本機の再起動を行なって< 
ださい。それ切がの場合は、リ 
セットボタンを押さないで<だ 
さい。 


コンピュータ音声入力端子 


ールポート端子 


コンピュータのマウス操作をプ 
□ジェクターのリモコンで行な 
5ときに、この端子とコンピュ 
一夕のマウスポート端子を付属 
または別売のマウスコント□一 
ルケーブルでつなぎます。 

(42 ぺージ参照） 


USB 端子 


別売の「メディアカードイメージャー」、 
「ワイヤレスイメージャー」用スイッチ 
です。このボタンを押さないで<ださい。 


コンピュータか b の音声出力 
(ステレオ）をこの端子に接続 
します。 （42 ページ参照） 


コンピュータ DVI - I 入力端子 
メディアカードイメージャ ー/ 
ワイヤレスイメージャー端子 


DVI 規格対応の端子を持つコンピュータか b の信号 
(デジタル/アナ□グ）を接続する DVI - I 端子です。 
接続には別売の DVI - I 用コンピュータ接続ケーブル 
を使用します。（42、44ページ参照） 

D - SUb 出力端子（アナ□グ）のコンピュータへの接 
続には、付属のコンピュータ接続ケーブルに DVI-I / 
D - sub 変換アダプタ（付属）を使って接続します。 
また、この端子は別売の「メディアカードイメー 
ジャ ー 」、「ワイヤレスイメージャー」の接続にち使 


モニター 出力端子 


コンピュータか b の入力信号 
を出力します。接続には別売 
の DOS / V 用コンピュータ接続 
ケーブルを使用します。 

(42 ぺージ参照） 


コンピユータのマウス操作をプ 
□ジエクターのリモコンで行な 
5ときに、この端子とコンピユ 
—夕の USB 端子を市販の USB 
ケーブルでつなぎます。 

(42 ぺージ参照） 


用します。 
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接続 


ビデオ機器を接続ずる（例) 


接続に使用するケーブル （*= 市販のケーブルをお使いください。） 

• ビデオケーブル （ lx ピンジャックまたは 3 x ピンジャック）* 

• S ビデオケーブル（ミニ DIN 4ピン）* 

• オーディオケーブルに X ピンジャック）* 


A 接続するときのごま意： 

接続するとさは、プ□ジェクター 
とが部機器の両方の電源を切って 
か5行なって < ださい。 


をデオ機器の例1 



ビデオ 



ビデオディスク 
プ レー ヤ 



コンポーネント映像出力 
機器 （ DVD プレーヤや 
ハイビジョン受信機等） 



コンポジッ 


コンポーネント 


音声出力へ 



才ーデイオ 
ケーブル 

に X ピンジャック)ホ 


《2台のビデオ機器を接続しているときは、 
インプットメニュー内の信号選択メニュ ー 
で 「 Auto 」 に設定していてち、プ□ジェク 
ターは入力端テへのプラグの挿入（信号の 
有無ではない）を検知して 
1) Y , Pb / Cb , Pr / C 「、2) S - Video 、3) Video 
の接続順位で入力端テを自動選択します。 

希望する入力端テが選択されないとさは、 
インプットメニュー内の信号選択メニュ ー 
でポインタを台わせ、 SELECT ボタンで 
選択してください。 （34 ページ参照） 



音声入力へ 


外部のオーディオ機器 


才ーディオアンプ ステレオスヒーカ 











































































































































接続 


コンピュータを接続ずる（例) 


接続に使用するケーブル （*= 市販または別売のケーブルをお使いください。） 

-コンピュータ接続ケーブル （ DOS / V 用、または DVI 用*) . USB ケーブル* 

- Mac アダプタ（マッキントッシュコンピュータ接続時)* 
• DVI / D - sub 変換アダプタ 


• マウスコント□ールケーブル： 

( PS /2 用、シリアルポート用*、 Mac 用*) 


• DVI デジタルケーブル* 


>才ーデイオケーブル(ステレオミニプラグ*、または 2 x ピン外ック *) 


IBM PC / AT 互換機またはマッキントッシュコンピュータ （ VGA / SVGA / XGA / SXGA ) 




デスクトップ型 



ラップトップ型 


モニター 出力へ 


モニター出力へモニター入力へ音声出力へ USB ポートへシリアルポ-卜へ PS /2 ボ-卜へマウスポ-卜へ 



Mac 変換アダプタ* 
スライドスイツチ 
の設定については 
下記の表をごらん 
<ださい。 


コンピュータ 
接続ケーブル 
,( DOS/V 用） 




コン k 。"!— 夕〇才づイオ 
(DOsV# 絲レゴラグ )* j 


シリアルポ-卜用 PS /2 用 Mac 用 

マウスコント □- ルマウスコント □- ルマウスコント □- ル 
ケ-ブル4 ケ-ブル ケ-ブルを 


端子の形状国端子の形状国端子の形状 


拱い 


o \ y /. v/o 


COMPUTER IN DVI-IA MONITOR OUT A AUDIO IN COMPUTER A USB A 


DVI / D-sub 
変換アダプタ 


COMPUTER IN DVI-I A 


CONTROL PORTA 



接続するコンピュータに 
合わせて、どれか1本を 
使います。 


接続するコンピユータ 
に合わせて、どちらか 
一ちをつなぎます。 


後面端子 


\mm 


A 


接続するときのごま意： 

接続するとさは、プ□ジェクター 
と外部機器の両方の電源を切って 
か5行なって < ださい。 

はじめにプ□ジェクターと周适機 
器の電源を入れてか5コンピュー 
夕の電源を立ち上げて<ださい。 


AUDIO 0UTA 


オーディオケーブル 
脚ピンジャック）* 


※を： Mac 変換アダプタ測売)について 
プ□ジェクターとコンピュータの電源を 
入れる前に、接続するマッキントッシュ 
コンピュータのモードに合わせてアダプ 
夕のスライドスイッチ （1 〜 6) を下表のよ 
ラに設定して < ださい。 


ON \ I _1 

j っ f T 斬 mil 



音声入力へ 


を部のオーディオ機器 


才ーデイオアンプ 


I I 

口 0000 

〇 


ステレオスピーカ 

1111 
































































































































































































































付録 


■ J モコンでコンピュータを操作ずる 


付属のリモコンはコンピュータのワイヤレスマウスとしてお使いいただけます。コンピュータマウスの代ね0にリモ 
コンでポインタを操作することびできます。 


準備をしてください 


リモコンをワイヤレスマウスとして使用するには、マウスドライバが必要です。お使いのコンピュータにマウスドラ 

イバびインス I -ールされていることを確認して<ださい。 

また、はじめにコンピュータの環境設定でマウスポートが±1が、マウスコント□ールケーブル（付属または別売）を接 

続するポートに設定してあることを確認して<ださい。 

1 付属または別売のマウスコント □ ールケーブルで、コ 
ンピュータのマウスポート（または USB ポート）と、本 
機の CONTROL PORT 端子（または USB 端子）を接続 
します。が±2 (42 ぺージを参照） 

2 マウスコント□ールケーブルを接続した5、はじめに 
プ□ジェクターの電源を入れてか b コンピュータの電 
源を立ち上げて<ださい。先にコンピュータの電源を 
立ち上げると正し<動作しない場合びあ0ます。 


※ま1:マウスポートは、コンピュータのマウス 
を接続する端テです。設定のしかたは、 
お使いになるコンピュータの説明書を参 
照して < ださい。 

※ま2:-部のコンピュータでマウスポートのな 
いちのは、シリアル用マウスコント□一 
ルケーブルを使ってシリアルポートに接 
続します。 

USB 端テ付きのコンピュータで USB マウ 
スをお使いの場合は、市販の USB ケープ 
ルでコンピュータと本機の USB 端テを接 
続します。 


マウスポインタの動かし方 


マウスポインタの操作は、リモコンの「ポイントボタン」に ELECT ボタン」「ちクリックボタン」で行ないます。 


ポイントボタン 


マウスポインタの移動を行ないます。ポイントボタンの 
上下左ち方向を押すと、マウスポインタが移動します。 

《オンスクリーンメニューの画面が出ている間は、ポイントボタ 
ンは y ニューのポインタの移動用にな D ます。 y ニューを消す 
と、再びコンピュータのマウス操作ができるようになります。 


SELECT (左クリック）ボタン 


コンピュータ7ウスの左クリックのはたいきをします。 
ドラッグするときは、 SELECT ボタンを押したままポイン 
タボタンで移動させます。 



SELECT ボタン 右クリックボタン 

(マウスの左クリック） （マウスの右クリック) 


右クリックボタン 


コンピュータマウスのちクリックのはたいきをします。 
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端子の仕様 


DVI - I 端子のコンピュータ入力信号を出力します。接続には、 DOS / V 用コンピュータ接続ケーブル（別売）をご使用く 
ださい。 


ミニ D-sub 15 ピン 



1 

R 

9 

+5 V パワー 

2 

G 

10 

接地(垂直同期） 

3 

B 

11 

モニター ID 0 

4 

モニター ID 2 

12 

DDC データ 

5 

接地(水平同期） 

13 

水平同期 

6 

接地 （ R ) 

14 

垂直同期 

7 

8 

接地に） 

接地 （ B ) 

15 

DDC ク□ック 




COMPUTER IN DVI-I TERMINAL (コンピュータ DVI-I 入力端子) 


DVI 規格対応の端子を持つコンピュータか b の信号（デジタル/アナ□グ）を接続する DVI - I 端子です。接続には、 
別売の DVI - I 用コンピュータ接続ケーブルを使用します。 D - sub 出力端子（アナ□グ）のコンピュータへの接続には、 
付属のコンピュータ接続ケーブルに DVI / D - sub 変換アダプタ（付属）を使って接続します。また、この端子は別売 
の「メディアカードイメ ージャー」、「ワイヤレスイメ ージャー」の接続にも使用します。 


DVI 29 ピン 



アナログコンタクト部 


C 1 

アナログ R ビデオ出力 

C 2 

アナログ G ビデオ出力 

C 3 

アナログ B ビデオ出力 

C 4 

アナログ水平同期 

C 5 

アナログ RGB グランド 


シグナルコンタクト部 


1 

T . M . D . S . データ 2- 

9 

T . M . D . S . データ 1- 

17 

T . M . D . S . データ 0- 

2 

T . M . D . S . データ2+ 

10 

T . M . D . S . データ1+ 

18 

T . M . D . S . データ0+ 

3 

T . M . D . S . データ2シールド 

11 

T . M . D . S . データ 1 シー ルド 

19 

T . M . D . S . デー タ〇 シー ルド 

4 

未接続 

12 

未接続 

20 

未接続 

5 

未接続 

13 

未接続 

21 

未接続 

6 

DDC ク□ツク 

14 

+5 V パつ一 

22 

T . M . D . S . クロックシールド 

7 

DDC データ 

15 

接地 (+5 V ) 

23 

T . M . D . S . クロック + 

8 

アナログ垂直同期 

16 

ホットプラグ検知 

24 

T . M . D . S . クロックー 



































































付録 


CONTROL PORT (コントロールポート端子) 


接続したコンピュータのマウス操作を本機のリモコンで行な5とさに接続する端子です。この端子とコンピュータの 
マウスポート （ PS /2 ポート、シリアルポート、またはマウスポート）を付属または別売のマウスコント□ールケーブ 
ルで接続します。 




マウスコントロールケーブルの種類 

PS /2 咐属） 

シリアル(別売） 

Mac (別売） 

1 


R X D 


2 

CLK 


ADB 

3 

DATA 



4 

GND 

GND 

GND 

5 


RTS/CTS 


6 


T X D 


7 

GND 

GND 


8 


GND 

GND 


USB (ユニバ—サルシリアルバス端子) 


USB 規格対応の端子を持つコンピュータ機器との接続に使用する端子です。 


USB コネクター（シリーズ B ) 

1 

vcc 


2 

-DATA 

/ \ 
m m 

3 

+ DATA 

4 

GND 


LiJ LU 
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内部の通度上昇について 


WARNING TEMP . インジケー_夕の点滅 


本機内部の温度が高<なると WARNING TEMP . インジケータ（赤）が点滅し、保護のために自動的に電源が切れます。 
温度が下がるとインジケータの点滅は消えます 。 WARNING TEMP . インジケータの点滅が消えないときは、次のこ 
とを確認して < ださい。 


ここを確認してください 


-底面の吸気□のエアフイルターにホコリがたまつていませんか。フイルターを掃除して<ださい。 

-前面の排気□や後面、底面の吸気□がふさがれていませんか。通気を妨げるよ5な設置をしないで<ださい。 

-使用温度範囲を超えた温度の場所で使用していませんか。（使用温度範囲： 5 で〜 35 で） 

-上記のいずれでちない場合は、冷却フアンまたは内部回路の故障が考え b れます。お買い上げの販売店または当 
社にごホ目談ください。 

電源を入れるときは 、 WARNING TEMP . インジケータの点滅が消えていることを確認してください。内部の温度が 
下がっていない場合は、再びインジケータが点滅して電源が切れます。 


エアフイルターはこまめに掃除して<ださい 


吸気□のエアフィルターは、内部のレンズやミラーをホコリや巧れか b 守つています。エアフィルターにホコリがた 
まると空気の通0が悪<な0、内部の温度上昇を招いて故障の原因にな0ます。エアフイルターは、こまめに掃除し 
て < ださい。 


I プ□ジェクターの電源を切0、冷却ファンの回転が止 
まったことを確認し、電源プラグをコンセントか b 抜 
さます。掃除は必ず電源を切ってか b 行なって<だ 
さい。 

2 プ□ジェクターを裏返します。エアフイルターの両端 
のツ y を上に引き上げて、エアフイルターがします。 

3エアフイルターのホコリをブラシで取0ます。 

4 エアフイルターを取0付けます。 


エアフィルターの巧れがひどいときは、水洗いの後よ<乾 
かしてか b 取0付けて<ださい。取0替え用エアフィル 
ター（別売）は、お買い上げの販売店にごホ目談<ださい。 


取り替え用エアフィルターの品番： 610 292 6125 



•お掃除の際にごま意ください® 

-エアフィルター部の巧か b 内部へ、ちのを差し込まないで<ださい。内部には高電圧の部分や回転する部 
分があ0、ふれると感電やけがの恐れがあ0ます。また、冷却フアンの故障にちつなが0ます。 

-エアフィルターを取0外した状態でプ□ジェクターを使用しないで<ださい。液晶パネル、レンズ、 
ミラーなどを巧し、画質を損な5原因にな0ます。 

-エアフイルターは、ていねいに扱って<ださい。巧があいた0、破れた0すると、フイルターの効果が損 
なわれます。 
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付録 


光源ランプの交換 


LAMP REPLACE インジケータの点な 


光源に使われているランプの寿命が近づくと LAMP REPLACE インジケータ（黄）が点なします。画像が暗くなった 
0、 色合いが不自然になってきた b ランプの取 0 替えが必要です 。 LAMP REPLACE インジケータは、ランプを交換 
するまで電源 「 ON 」 （入）のときに点なします。 


光源ランプの交換のしかた 


ランプの交換はランプ八ウスごと行ないます。必ず指定のランプ八ウスを取0つけて<ださい。交換ランプは 
お買い上げの販売店にごホ目談<ださい。また、ご注文の際には、つぎのことをお知5せ<ださい。 

•交換ランプの品番： POA - LMP 35 け-ビス部品 コ- ド： 610 293 27 51) 

•プロジェクターの品番： LP - XU 33/ LP - XU 38 


A ま意 


動作中、ランプは大変高温になります。ランプを交換するときは、本機 
の電源を切り、45分が上冷却してから行なってください。動作停止後 
すぐに手で触ると、やけどをする恐れがあります。 


I 電源を切り、電源コードをおきます。必ず45分上冷 
却して < ださい。 

2 (+) ドライバーで1本ネジをゆるめて、ランプカバーをが 

します。 

3ランプ八ウスの3本のネジをゆるめ、八ンドルを持って 
ランプ八ウスごと引さ出します。 

4 交換用のランプ八ウスを本体の奥までしっか0押し込 
み、3本のネジを締めて固定します。 

5 ランプカバーを取0付け、ネジを締めて固定します。 


ランプカウンターを IJ セツトしまず 



ランプ交換後は必ずランプカウンターをリセットして<だ 
さい。リセットすると LAMP REPLACE インジケータ(黄)の 
点好が消えます。 

「ランプカウンターのリセット」のしかたは、39ぺージのラ 
ンプカウンターリセツトの設定を参照<ださい。 
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么ランプについてのま全上のごま意 


プ□ジェクターの光源には、内部圧力の高い水銀ランプを使用しています。この水銀ランプはつぎのよ5な性質を持 
つています。 


•衝撃やキズ、使用時間の経過による劣化などで、大さな音をとちなって破裂した0、不点な状 
態となって寿命び尽きた0します。 

• ランプの個体差や使用条件によって破裂や不点な、寿命に至るまでの時間はそれぞれのランプ 
で大さ<異な0ます。使用開始後まちな<破裂した0、不点灯になる場合ちあ0ます。 

•交換時期を超えてお使いになると、破裂の可能性が一段と高<な0ます。ランプ交換の指示が 
出たら (LAMP REPLACE インジケータが点好した b ) すみやかに新しいランプと交換してく 
ださい。 


- A ランプが破裂した場合- 

プ□ジェクター内部にガラスの破片び飛び散った0、ランプ内部のガスや粉じんがが排気□か b 出た0 
することがあ0ます。ランプ内部のガスには水銀び含まれています。破裂した場合は窓や扉を開けるな 
ど部屋の換気を行なって<ださい。万一吸い込んだ0、目や□に入った場合はすみやかに医師にごホ目談 
<ださい。 

ランプが破裂した場合、プ□ジェクター内部にガラス片が散乱している可能性があ0ます。販売店また 
は当社サービスステーションヘプ□ジェクター内部の清掃とランプの交換、プ□ジェクター内部の点検 
をご依頼 < ださい。 


- A 使用るみランプの廃棄について- 

プ□ジェクターランプの廃棄は、堂光好と同じ取0扱いで、各自ミ台体の条例に従い行なって<ださい。 
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付録 


K 障かなと思った6 


アフターサービスを依頼される前に、つぎのことをお確かめ<ださい。 


こんなときは 

ここを確認してください 

電源が入らない 

• 電源コードは接続されていますか。 

♦電源は入っていますか。 ON - OFF ボタンを押してみてください。 

• READY インジケータく緑〉び消えているときは、 ON - OFF ボタンを押しても電源び入0 
ません。（20、24ページ参照） 

• WARNING TEMP . インジケータ<ホ〉び点滅しているときは、内部の温度び過度に高< 
なってお0、 ON - OFF ボタンを押してち保護のため電源は入0ません。温度び下びるまで 
お待ち<ださい。 （45 ページ参照） 

画像が映らない 

• コンピュータやビデオ機器は正し<接続されていますか。接続を確認して<ださい。 

(40 〜42ぺージ参照） 

• 電源を入れたあと約30秒間はオープニング画面び出て、画像は映せません。 

(20 ページ参照） 

• レンズカバーをと0ましたか。 

• コンピュータモードのときはコンピュータのシステムモードが、ビデオモードのときは信 
号の種類とカラーシステムや走査ち式び合っていますか。（25、33ページ参照） 

♦使用温度範囲じで〜35で）か6はずれていませんか。 

音が出ない 

• コンピュータやビデオ機器の音声は正し<接続されていますか。接続を確認して<ださい。 
(40 〜42ぺージ参照） 

♦音量が最ルになっていませんか 。 VOLUME +ボタンを押してみて<ださい。 

• 消音状態になっていませんか。 MUTE ボタンを押すか 、 VOLUME +ボタンを押してみて 
<ださい。 

画像が不鮮明 

♦フオーカスは合っていますか。フオーカスを合わせて<ださい。 （21 ページ参照） 

• スクリーンとの距離びフオーカスの合5範囲か S はずれていませんか。（じページ参照） 

• スクリーンに対して過度に斜めにお映しているときは、画面に台形ひずみ（あお 0) がでさ、 
部分的にフオーカスび合わな<なることがあ0ます。（13、2し37ページ参照） 

• 温度の低い所か6急に暖かい所へ持ち込んだとさ、空気中の水分びレンズやミラー表 
面に結露し、画像びぼやけることがあ0ます。しば6<すると通常の画像に戻0ます。 

リモコンで操作 
できない 

♦電池は正し<入っていますか。+— を正し<入れて<ださい。 （14 ページ参照） 

♦電池びな<なっていませんか。新しい電池と交換して<ださい。 （14 ページ参照） 

♦電源コードは接続されていますか。接続を確認して<ださい。 （15 ページ参照） 

• 本体のリモコン受信部とリモコンの間に障害物はないですか。 U モコンはリモコン受信部 
に向けて操作して<ださい。障害物があれば移動させて<ださい。 

• リモコンの受信範囲か6、はずれていませんか。受信範囲で操作して<ださい。 

(14 ぺージ参照） 

• リモコンの ALL OFF スイッチが 、 「ALL OFF 」 側になっていませんか。「01\1」側にして操 
作して<ださい。 （16 ページ参照） 

• リモコンコードを切0換えていませんか。リモコンコードを確認して<ださい。 

(38 ぺージ参照） 

コンピュータの 
ワイヤレスマウスと 
して動作しない 

• マウスコント□ールケーブルは正しく接続されていますか。 （42 ページ参照） 

• 接続するコンピュータにマウスドライバびインス!-ールされていますか。ワイヤレスマウ 
スとして使5にはコンピュータにマウスドライバびインス1-ールされている必要びあ0 
ます。 （43 ページ参照） 

• 一旦電源を切0、プ□ジェクターの電源を先に入れてか6、コンピュータを立ち上げてみ 
て < ださい。 
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プ□ジェクター本体 


種 類 
表示ち式 
液晶パネル 


水平解像度 . 

お映レンズ . 

光源ランプ . 

ズーム 調整 . 

フ オー カス調整 • • • • 
コンピュータ入力 • • • 


ビデオ入力 


制御入出力、他 




走査周波数 . 

カラー システム • • • • 
音声実用最大出力 • • • 
スピーカ . 


液晶プ□ジェクター 

液晶パネル3枚3原色光シャッターち式 

パネルサイズ： 0.9 型 

表示ち式：透過型 TN 液晶パネル 

駆動ち式： TFT (薄膜トランジスタ）アクティブマトリクス方式 
画素数： 2,359,296画素 { 786,432 ( 横1024 x 縦768 )x3 } 

800 TV 本 

1.2 倍ズームレンズ F 二 1.9 〜 2.1f 二21 .3 〜 25.6mm 

高輝度 200WUHP ランプ 

電動式 

電動式 

•コンピュータ入出力（入力1系統、出力1系統） 

DVI-I (デジタル/アナ□グ）入力： DVI コネクター 
TMDS (Transition Minimized Differential Signaling) 

RG 目信号； 0.7VP-P、 正極性、インピーダンス 75Q 

水平-垂直同期； TTL レベル、負または正極性 

(G 信号中のコンポジット同期； 0.3VP-P、 負極性インピーダンス 75Q) 

モニター出力（アナ□グ RGB、 1系統）：ミニ D-sub15 ピン 
音声入力 （1 系統）：ミニジャック（ステレオ)、 142mV「ms、 インピーダンス 47KQ 似上 
•ビデオ入力 （1 系統） 

映像/ Y: ピンジャック、 1VP-P、 同期負、インピーダンス 75Q 
Pb/Cb: ピンジャック、 0.7VP-P、 インピーダンス 75Q 
Pr/Cr :ピンジャック、 0.7VP-P、 インピーダンス 75Q 
S 映像：セパレート YC 信号；ミニ DIN 4ピン 
Y;1Vp-p、 同期負、インピーダンス 75Q 
C； 0.286 Vp-p (八ースト信号)、インピーダンス 75Q 
音声：ピンジャック、 142mVrms、 インピーダンス 47KCU：I 上（左モノ：ち） 

•音声モニター出力（コンピュータ/ビデオ兼用）：ピンジャック（ステレオ)、 
142mVrms、 インピーダンス 1KQ1U 下 
•コント□ールポート： 5二 DIN 8ピン 
•USB 端子： US 目コネクター、シリーズ目 
水平15〜 100KHZ、 垂直50〜 100Hz 
6システム (NTSC/PAL/SECAM/NTSC4.43/PAL-M/PAL-N) 

1W り日 TA) 

4 x3cm 稽円形1個 


電 源 .AC100V 50/60HZ 

消費電力 . 300W (リモコンで電源を切ったとき 9W) 

本体寸法 . 幅 33.3 X高さ 8.95 X奥行 25.3cm (突起部含まず) 

質 量 . 4.4Kg 


《液晶パネルの有効画素数は99.99%政上です。投映中0.01%け下の点打したままの点や、消灯したままの点び見られる場合びあ0ます。 
これは液晶パネルの特性で生じるちので故障ではあ0ません。 
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付録 


U モ3ン 


電 源 . DC 3.0 V 単3型アルカリ乾電池2本使用 

到達距離 . 約 5 m (受信部正面） 

本体寸法 . 幅 5.5 X 高さ 3.4 X 奥行1 9.2 cm 

質 量 .160 g (乾電池を含む） 


付属品 


-リモコン1個 

-リモコン用アルカリ乾電池（単3型）2本 
•電源コード1本 

.コンピュータ接続ケーブル （ DOS / V 用）1本 
•マウスコント□ールケーブル （ PS /2 用）1本 
• DVID - sub 変換アダプタ1本 
•取扱説明書1冊 
•保証書1枚 

•ユーヴー登録カード（はがさ）1枚 
•キャリーバッグ1枚 
• レンズカバー1個 


別売品 


■ メディアカードイメージャーキット . 品番： POA - MD 07 MCI 

■ 天吊り金具(低天井用） . 品番： POA - CHS 901 

■ 天吊り金具（高天井用） . 品番： POA - CHL 901 

■マウスコントロールケーブル（シリアル用）•…品番： POA-MCSRL 
■ マウスコントロールケーブル （ Mac 用） . 品番： POA-MCMAC 

■ Mac 変換アダプタ . 品番： POA-MACAP 

■ DVI デジタルケーブル . 品番： KA - DV 20 


■ワイヤレスイメージャーキット . 品番： POA - WL 10 

ワイヤレスイ y —ジャーをご使用のとき、 ly 下のモデル 
コードを Pj コント□ーラーの中でセット < ださい。 

詳し<は、ワイヤレスイ y —ジャーの取扱説明書をご覧 
<ださい。 

モデルコード.： 09-1-1 


※このプ□ジェクターは曰本国内用に設計されてお0ます。電源電圧が異なる外国ではお使いいただけません。 
※仕様および外観は改善のため予告な<変更する場合があ0ます。 

※説明書に記載の y —力一名および商品名は、各社の登録商標です。 
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お客をまご相談窓口 


まずはお買い上げ販売店へ... 

/家電製品についてのご相談や、修理のご’ 
依頼は、お買い上げ販売店へお申し出く 
ださい。 

\_ J 

転居や贈答品でお困りの場合は... 

/下記の相談窓□にお問い合わせください。’ 

総合相談窓 □ 

家電製品についての全般的なご相談 

修理相談窓 □ 

修理 サービスに ついてのご相談 

V_ J 


総合相談窓 □ I- 

♦化海道地区 

巧札幌 （ 011 ) 290 - 1 己 22 
♦東北地区 

巧仙台 （ 022 ) 714 - 目 137 
♦関東地区 

巧東京 （ 03 ) 3815-1111 
♦ 中部-北陸地区 

^ 名古屋 ( 052 ) 533-5245 
♦ 近畿-四国地区 

巧大阪 （ 06 ) 6994 - 9 己 70 
♦中国地区 

巧広島 （ 082 ) 己 44-6036 
♦ 九州-沖縄地区 

巧福岡 （ 092 ) 263-7629 

受付時間 

月曜曰〜 ± 曜日（祝曰および当社の休曰を除く） 
9 : 日日〜 12 : 日日、 13 : 日〇〜 17 ;日日 

郵便 - FAX でご相談される場合は 
♦東京お客さまセンター 
FAX ( 03 ) 己 803 -3699 

干 113 - 84 ： 34 東京都文京区本郷 3 - 10-15 

♦大阪お客さまセンター 
FAX ( 06 ) 6994 - 9 己 10 

〒日 7 日 - 8677 大阪府巧 □ 市京阪本通 2 - 日-日 


修理相談窓口兰洋電機ヴービス（株 ） ■ 

受付時間月曜曰〜±曜日（祝曰および当社の休曰を除く） 
9:00-12:00. 13: 00 〜 17: 30 


化ミ毎道地区 


北海道地区出張修理のご相談窓 □ 

巧 （ 011 ) 833-7888 
修理ご相談窓 □ 

巧 （ 011 ) 831-9200 

札幌巧 （ 011 ) 831-9201 

f 003 - 00 13 札幌市白石区中央 3 条 4 - 1 - 3 目 

函館巧 （ 0138 ) 48-8301 

〒日 41 - 日 824 函館市西ち硬己 89 - 29 己 


(030404A) 


北海道地区 


旭川巧 （0166)22-2421 

〒日 70-0073 旭り I 市曙化3条 7-3-3 

吉ル牧巧 （0144)33-3421 

〒日 53-0042 吉ル牧市三光町 2-2 -己 

化見巧 （01 己 7)23-4871 

干09日-0037化見市山下町 4-7-1 4 

卸瞄巧 （01 己 4) 22-1 己7目 

〒日 85-0021 訓路市浪花町 7-7 

帯広巧 （01 己己) 24-4973 

〒日 80-001 目帯広市西六条南已 -3-8 


東北地区 

東北地区 

出張修理のご相談窓 □ 

巧 （ 022 ) 382-2213 
修理ご相談窓 □ 

巧 （ 022 ) 382 - 己 616 

青森県 


青森 

巧 ( 017 ) 729-3401 

〒日 3 日 - 0141 青森市大字上野字山辺 29 -己 

八戸 

巧 （ 0178 ) 28 - 922 己 

〒日 39 - 1 1 日 3 八戸市長苗代字観音堂 50 -己 

秋田県 


秋田 

^ ( 018 ) 862 - 6 己己 1 

〒日 10 - 092 日が田市旭南 3 - 2-67 

岩手県 


盛岡 

^ ( 019 ) 63 己 -0136 

〒日 2 日 - 0863 盛岡市南仙 :] り - 1 3-6 

山形県 


山お 

巧 ( 023 ) 641-1769 

干 990 - 2432 山形市荒循町 1 - 21-30 

宮城県 


仙台 

巧 （ 022 ) 384-0444 

干 981 - 1225 名取市飯野坂 3 - 4-8 

福島県 


郡山 

巧 （ 024 ) 94 己 -6793 

干 963 - 01 11 郡山市安積町荒井字戸蘭塔 


1-7 

関東地区 


関東地区出張修理のご相談窓 □ 
巧 （ 03 ) 己 302-3401 
修理ご相談窓 □ 

巧 （ 03 ) 3372 - 己 701 

東京都 

城： ! ヒ巧 （ 03 ) 39 己 8- 1261 

干 173-0 日21板橋区弥生町72-日 

城東巧 （ 03 ) 3607-3191 

干1 25-0051 葛飾区新宿4- 10-15 

江東巧 （ 03 ) 368 己 - 8166 

干136-日071江東区亀戸 1-8 -目 

城南巧 （ 03 ) 3421 - 己 171 

干1 54-0003 世田谷区野沢 3-5-3 

城西巧 （ 03 ) 3376-3361 

干 151- 日073ミま谷区苗塚 3-1-1 3 

府中巧 （ 042 ) 3 目 4-7721 

干1 83-0045 府中市美好町 2-3-1 


関東地区 


山梨唱 

甲府 ^ ( 055 ) 226-2561 

干 40 日 - 0 日 3 日甲府市飯田 4 - 9-1 4 

神奈川県 

横ミ兵巧 （ 04 己 ) 827-2831 

干 224 - 08 日 6 横お市戸塚区上品濃 9-1 4 

平塚巧 （ 0463 ) 己己 -3926 

干 254 - 0 日 14 平塚市四之宮已 - 1 0-4 

相模原巧 （ 042 ) 742-2272 

干 228 - 08 日日相模原市豊町 17-1 1 

埼玉県 

大宮巧 （ 048 ) 目目 4-23 19 

干 331 - 08 12 さいたま市： ] ヒ区宮原町 1 -30 

坂戸巧 ( 049 ) 284-8900 

干 350 - 0214 坂戸市千代田日 - 3- 17 

千葉嚷 

千葉巧 （ 043 ) 241-731 1 

干 26 日 - 日日 2 日千葉市中央区問屋町 5-20 

鎌ヶ谷巧 （ 047 ) 441-01 11 

干 273 - 01 日日鎌ヶ咨市鎌ヶ谷 7 - 6-59 

祇木県 

宇都宮巧 （ 028 ) 6 己 3 - 281 1 

干 321 - 0 1 日 6 宇都宮市上横田町 1 302-12 

群馬県 

高崎巧 （ 027 ) 3 目 2 - 1 1 己 1 

干 370 - 0 日日 1 高崎市中尾町池の内 441 

太田巧 （ 0276 ) 46-3821 

干 373 - 0 郎 2 太田市新井町 211 -2 

茨城県 

水戸 ^ ( 029 ) 251-4125 

干 31 1 - 41 52 水戸市 '; 可和田 3 - 2386-1 

つ < ば巧 ( 0298 ) 64-4751 

干 3 日 0 - 3261 つくば市巧畑 2 - 1 己 -3 

新漏県 

新瀉巧 （ 02 己 ) 28 己 -2431 

干 9 日日 - 0971 新漏市近江 244 

長岡な （ 02 己 8 ) 24 - 070 己 

干 94 日 - 0 日 29 長岡市東蔵王 2 - 3 - 4 目 

±m ^ ( 02 己己 ) 43 - 3 己 3 己 

干 942 - 0 日 74 上越市石橋 2 - 2-9 


中部地区 


中部地区出張修理のご相談窓 □ 

^ ( 0 己 2 ) 4 己 9 - 34 己 6 
修理ご相談窓 □ 

^ ( 0 己 2 ) 4 己 1 - 333 己 

愛；□県 

名ち屋巧 （ 0 己 2 ) 4 己 1 - 31 目 1 

干 453 - 08 日 4 名ち屋市中村区黄金通日 - 1 日 

岡崎巧 （ 0 己目 4 ) 23-34 18 

干 444 - 日日目日岡崎市柿田町 1 -2 


52 
































お客さまご相談窓口 


中部地区 近畿地区 中国地区 


静岡県 

詩岡巧 （0 己 4)2 目 1-41 己1 

干42日-日813静岡市長沼88日 

沼ま巧 （0 己曰 9) 63- 1000 

干41日-日861沼津市真砂町 3-1 

ミち松巧 （0 曰 3)461-868 曰 

干43日-日016ミ兵松市和田町 795-2 

長野県 

松本巧 （0263)26-1 107 

干39日-日83日松本市高宮東1 -3 已 

長野巧 （026)299-9 己01 

干 388-80 日目長野市擦ノ井御薛川 
字東松島1000 -2 

岐阜県 

岐阜巧 （058)246-3417 

〒巳01 -600 目羽島郡岐南町伏屋1 -3 己 

兰重県 

ま 巧 （059)228-8126 

〒日14-日838津市岩田町10 -3 

石川県 

金沢巧 （076)237-781 1 

干92日-日062金沢市割出町627 

富山県 

富山な （076)422-7020 

干 939-8211 富山市二口町 1-13-8 

福井萨 

福井巧 （0776)22-6082 

干9 18-8231 福井市問屋町 1-1 7 


近畿地区 


近畿地区出張修理のご相談窓 □ 
巧 （06)42 己 0-8400 
修理ご相談窓 □ 

巧 (06)6993-2251 

大阪府 

大阪巧 （06) 6992-623 己 

〒日7日-日086守口市竹町 4- 13 

大阪南巧 (06)6761-4600 

干543-日001大阪市天王寺区上本町 
5-1-14 三洋ビル 2 F 

大阪東な (0729)65-181 1 

〒日78-日903東大阪市今米 2-3-29 

阪和 ^ (072)221-8 己71 

〒日9日-日9朗呪市大町西 3-1-1 目 

奈良県 

奈良巧 （0744)22-7888 

干634-日837置原市曲 j 11町 7- 1 -3 1 


gjg 嘿 

阪神巧 （0 目)目 432-3401 

7 661-0026 尼崎市水堂町 4-1 7-目 

ネ申戸* (078) 6己 1-39 己1 

干 652-0897 巧戸市兵庫区駅南通 2-1-11 

姫路巧 (0792)96-2141 

干67日-日981姫路市西庄字八町1日8 

洲本巧 （0799)22-2702 

干6日目-日1日1洲本市納字横竹308 -1 

京都府 

京都巧 （07 己) 672-0877 

〒目日 1-81 日2京都市南区上鳥羽菅田町41 

福知山巧 （0773)27-34 己8 

干62日-日8日目福知山市±師宮町1 -6 目 

滋賀県 

大ミ車巧 （077) 己4己-4221 

〒巳2日-2134大津市瀬田 1-1 -己 

和歌山県 

和歌山巧 （073)43 目-3110 

干641-日〇日目和歌山市中島3目9 


四国地区 


四国地区出張修理のご相談窓 □ 

巧 (087)844-8321 

香川県 

四国巧 （087)843-1840 

干761-日1日4高松市高松町2 175-10 

寥占養胃 

松山巧 （089)971-3342 

干791 -8036 松山市高岡町1 48-1 

高知県 

高知巧 （088)860-0229 

干781 -5 1日目高知市介良乙1044 

徳島県 

徳島巧 (088)699-4131 

干771-日219板野郡松茂町告木野字 
八化開拓150 -2 


中国地区 


中国地区出張修理のご相談窓 □ 

巧 （082)293-9333 
修理ご相談窓 □ 

巧 （082)29 己-3799 

広島県 

広島巧 （082)293-6 己11 

干733-日日12広島市西区中広町 3- 1 7-5 

福山* (084) 92己-34己己 

干72日-日077福山市南本庄 3-1-48 

岡山県 

岡山巧 （086) 24己-1目34 

干7日日-日973岡山市下中野703 -1 01 


山□県 

山□巧 (083)973-3391 

干 754-0024 吉敷郡ル郡町若草町2-目 

鳥取県 

鳥取巧 （08 己 7)24-2930 

〒目80-日843鳥取市南吉方 3-1 07 

島根県 

松江巧 （08 己 2) 23-1 183 

干 690-001 7松江市西津田4- 1-14 


九州地区 


九州地区出張修理のご相談窓 □ 

巧 （092)922-61 11 
修理ご相談窓 □ 

巧 （092)922-6440 

福岡県 

福岡巧 （092)928-3414 

〒引 8-8534 筑紫野市紫 6-1-1 

j ヒ九州* (093)521-5286 

干8日 2-0023 化九州市ル倉化区下富野 
2-10-28 

义留米巧 （0942)21-3 己34 

干 830-0052 义留米市上津町字ホ坂 
1 890-2 

長崎県 

mm ^ (09 己)824-己628 

〒能日-0012長崎市本河内町 3-2 1 -43 

佐世保巧 （09 己 6) 3 1-763 己 

〒能 7-1 162佐世保市卸本町1 7-1 

熊本県 

貪!本巧 (096)357-1 122 

干86 1-41 日目熊本市南高江 3-2-88 

大分県 

大分* (097) 己 43-34 己4 

干870-日822大分市大道町 3-4-32 

宮崎県 

宮崎巧 （098 己) 29-3441 

〒吕80-日日3目宜崎市巧ケ島町観音免883 


沖縄地区 


沖护廣 

沖縄巧 （098) 944-己018 

干9日 3-01 日3沖縄県西原町ル那覇1303 
ミ中縄=洋販売（株）サービス部 


鹿児島県 

鹿児島巧 (099)251-4615 

〒朗 0-0068 鹿児島市東郡元町1 1-10 


上記お客さまご相談窓□の名称、所在地、電話番号は変更することびありますのでご了承ください。 
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巧証とア フターサービス 


■この商品には保証書びついています 

保証書は、お買い上げ販売店でお渡しします。お買い上げ曰、 
P ぶ売店名などの記入をお確かめの上、内容をよ<お読みにな0 
大切に保管して < ださい。 

■保証期間 

保証期間はお買い上げ曰よ01年間です。 

(ただし、光源ランプは6ヶ月です） 

画保証期間中の修理 

保証書の記載内容にしたがってお買い上げ販売店が'修理いたし 
ます。詳し<は保証書をご5ん<ださい。 

画保証期間の過ぎたあとの修理 

お買しなげの販売店にご相談ください。お客様のご要望により 
有料修理いたします。 


■修理を依頼される前に 

49ページの「故障かなと思った5」にそって故障かど5かお 
確かめ<ださい。それでち直 b ない場合は、ただちに電源プラ 
グをコンセントか b 抜き、お買しなげ販売店に修理をご依頼く 
ださい。 

■修理を依頼されるときに 
ご連絡いたださたいこと 
• お客さまのお名前 
• ご傾斤、お電離号 
争商品の品番 

•故障の内容にきるだけ詳しく） 

■補修胤年能部品について 

この商品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要 
な部品）の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。 


ご転居やご贈答の際、そのほかアフターサービスについてご不明の点があ0ました5、 
お買い上げ販売店または最寄りのお客さまご相談窓□にお問し冶わせください。 
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愛情点検 

• 長年ご使用の液晶プロジェクタ-の点検をぜひ！ （ ills ： 顧な雙！ SI 巽認端驟譜結。） 

巧 

このような 
を巧は 

ありませんか 

• 電源スイッチを入れてち映像や音が出ない。 

• 映像が時々消えることがある。 

•変なにおいがした0、煙が出た0する。 

•電源スイッチを切ってち、映像や音が消えない。 

• 内部に水や異物が入った。 

• その他異常や故障がある。 

♦ 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
スイッチを切0、コンセ 
ントから電源プラグをは 
ずして、必ず販売店にご 
相談 < ださい。 



総合相談窓口 

受付時間月曜日〜±曜日舰日および当社の休日を除く) 
9: 00〜12: 00、13:00〜17:00 

家《□口□についての^俯ご欄は》りの下記覇謡号に 
お問しをわせくださ U 

♦化を遵枢 mm (011) 2 9 0-1 5 2 2 

♦蔚枢 巧イ胎 (0 2 2) 7 1 4-6 1 3 7 

♦関鼓枢 巧東京 (0 3) 3 8 1 5-1 1 1 1 

♦蝴 •：! 麟枢巧名古屋 (0 5 2) 5 3 3-5 2 4 5 
♦臟•四 B 枢巧が反 (0 6) 6 9 9 4-9 5 7 0 
♦中11±枢 巧広島 (0 8 2) 5 4 4-6 0 3 6 

♦細•ミ衡枢巧福岡 (0 9 2) 2 6 3-7 6 2 9 

郵便•ファクシミリでごホ廣炎されるとさは••• 
♦庶総さまセンター 

FAX (0 3) 5 8 0 3-3 6 9 9 
干 11 3-8 4 3 4 藏お郎 3-10-15 
♦が反総さまセンター 

FAX (0 6) 6 9 9 4-9 5 1 0 
干 5 7 0-8 6 7 7 が®?□麻反本通 2- 5 -5 

修が愧隔に関するご欄ま、お買い上げ J 蔬店または修野目 
説細（お納口識にお問しをねせください。 


お客さまメモ 

品番 

LP - XU 33/ LP - XU 38 

お買い上げ年月曰 

年月 曰 

お買い上げ店名 

巧 

最寄〇のお客さま 
ごホ目談窓 □ 

巧 


兰ま電機株式含な 

AV ソリユーシヨンズカンパニー 

プロジ1クタビジネスユニット国内企画部 

干574 - 8534大阪府大ま巿兰洋町1 - 1 


1AA6P1P3457-- (MH8C) @ 






















